
特集　市の家計簿

緊縮財政の中、安心・安全な
まちづくりに重点

市政のうごき

　市役所の組織が変更
　青少年指導員のみなさん



17.05.01 (2)

特集　市の家計簿

　

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額

２
４
４
億
３
０
７
４
万
１
０
０
０

円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
14

億
９
８
９
８
万
円
（
６
・
５
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
土
地
開
発
公
社
の

経
営
健
全
化
と
し
て
当
初
予
算
に

計
上
し
た
同
公
社
か
ら
の
買
い
戻

し
額
が
約
６
億
２
０
０
０
万
円
増

加
、
同
じ
く
経
営
支
援
と
し
て
前

年
度
か
ら
実
施
し
た
無
利
子
貸
付

を
５
億
円
増
の
15
億
円
と
し
た
こ

と
、
ま
た
、
特
別
会
計
へ
の
繰
り

出
し
額
が
約
２
億
６
０
０
０
万
円

増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。こ

の
総
額
に
は
25
億
８
０
２
９
万
円

の
市
債
（
市
の
借
金
）
を
低
金
利

の
も
の
に
借
り
換
え
る
た
め
の
支

出
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
の
拡
大
は
、
市
全
体

の
財
政
健
全
化
施
策
の
一
つ
で

あ
る
市
土
地
開
発
公
社
へ
の
支

出
と
、
ま
た
、
高
齢
化
社
会
の
到

17 年度当初予算の概要（一般会計・特別会計）

会計区分 17 年度 16 年度 対前年比

一般会計 244 億 3,074 万 1,000 円 229 億 3,176 万 1,000 円 106.5%

国民健康保険特別会計 60 億 5,700 万 4,000 円 57 億 1,400 万 9,000 円 106.0%

下水道事業特別会計 18 億 6,391 万 7,000 円 19 億 4,125 万 4,000 円 96.0%

交通傷害補償特別会計 2,026 万 7,000 円 2,023 万 6,000 円 100.2%

老人保健特別会計 46 億 8,565 万 2,000 円 45 億　778 万 7,000 円 103.9%

介護保険特別会計 35 億 2,981 万 4,000 円 26 億 3,833 万 4,000 円 133.8%

小　計 405 億 8,739 万 5,000 円 377 億 5,338 万 1,000 円 107.5%

水道事業会計 24 億　233 万 9,000 円 28 億 6,700 万 7,000 円 83.8%

計 429 億 8,973 万 4,000 円 406 億 2,038 万 8,000 円 105.8%

来
と
と
も
に
増
加
し
つ
づ
け
る

医
療
給
付
や
介
護
給
付
を
支
え

る
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
が
、

義
務
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
、
主

な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
依
然
と
し

て
財
布
の
ひ
も
を
締
め
た
緊
縮

財
政
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
消
防
庁
舎
の
耐
震
補

強
や
電
話
発
信
地
表
示
シ
ス
テ

ム
、地
図
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

小
・
中
学
校
校
門
の
オ
ー
ト
ロ
ッ

ク
化
な
ど
市
民
生
活
の
安
心
や
安

全
に
か
か
わ
る
施
策
は
、
重
点
的

に
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
算
を
実
施
す

る
た
め
に
、
市
税
や
国
、
府
の

補
助
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

歳
入
（
収
入
）
で
ま
か
な
え
な
い

８
億
８
０
０
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
基
金（
市
の
貯
金
）の
取
り
崩

し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

緊縮財政の中、

安心・安全なまちづくりに重点
　

17
年
度
１
年
間
の
市
の
台
所
を
ま
か
な
う
当
初
予
算
案

が
、
３
月
29
日
（
火
）
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
の
本
会
議

で
可
決
さ
れ
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額

４
２
９
億
８
９
７
３
万
４
０
０
０
円
の
予
算
が
確
定
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

17 年度の予算
総額 429 億 8,973 万 4,000 円



(3)17.05.01

主
な
歳
入
（
収
入
）

①
市
税　
　
　

約
２
億
２
２
０
０
万
円
の
増
収

　

 

個
人
均
等
割
の
配
偶
者
非
課
税
が
、課
税（
２

分
の
１
）
に
変
更
。配
偶
者
特
別
控
除
の
廃

止
。
法
人
税
の
回
復
。
家
屋
の
新
・
増
築
の

増
加
な
ど
が
要
因
で
す
。

② 

地
方
譲
与
税（
所
得
譲
与
税
）

　
　
　
　
　
　
　

１
億
４
２
０
０
万
円
の
増
収

③
地
方
交
付
税　

１
億
５
０
０
０
万
円
の
減
収

④
財
産
収
入　

約
３
億
１
７
０
０
万
円
の
減
収

　

 

前
年
度
は
、
私
市
小
学
校
の
一
部
土
地
を
売

却
し
、そ
の
収
入
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

⑤
諸
収
入　
　
　
　
　
　
　

約
５
億
円
の
増
収

　

 

市
土
地
開
発
公
社
へ
の
無
利
子
貸
付
を
10
億

円
か
ら
15
億
円
に
増
額
し
、
年
度
末
ま
で
貸

し
付
け
る
こ
と
に
よ
る
返
還
金
で
す
。

⑥
基
金
繰
入
金　

２
億
１
０
０
０
万
円
の
増
加

　

 

地
方
交
付
税
や
市
債
な
ど
の
大
幅
な

減
少
で
不
足
し
た
財
源
を
補
う
た
め

に
、
８
億
８
０
０
０
万
円
の
基
金
取
り
崩
し

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市　税
87億9,406万2,000円

諸収入
16億1,406万1,000円

その他の自主財源
16億4,070万9000円

（36.0%）

（6.6%）

（6.7%）

自
主
財
源

（13.2%）

（6.5%）
（4.0%）

（19.5%）

（7.5%） 17 億 4,400 万円

38億9,607万
2,000円

 8 億 1,278 万 円

17億1,348万
9,000円

33億8,000万円

（37.4%）

（4.9%）
（7.3%）

（14.7%）

（7.5%）
（3.6%）

（17.0%）

（7.6%）

地方交付税
32億3,000万円

国庫支出金
15億9,628万円

府支出金
9億8,123万9,000円

市　債（市の借金）
47億5,439万円

その他の依存財源
18億2,000万円

依
存
財
源

85 億 7,138 万円

11億3,152万
4,000円

16億8,251万
6,000円

歳入（収入）の内容別グラフ

　このグラフは、市に入ってくるお金を内容別に見た割
合をあらわしています。

▽自主財源とは　 市税や使用料、手数料などで市独自の財源です。これが多い
ほど自主性のある事業を行うことができます。

▽ 依存財源とは　国や府からのお金や借金をして入ってくるお金のことです。

17 年度当初予算
244億 3,074万1,000円

16 年度当初予算
229億3,176万1,000円
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特集　市の家計簿

主
な
歳
出
（
支
出
）

①
民
生
費　

地
域
福
祉
計
画
等
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
万
円

②
民
生
費　

福
祉
有
償
運
送
協
議
会
負
担
金　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
万
５
０
０
０
円

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
が
、
あ
ら
か

じ
め
会
員
と
し
て
登
録
し
た
要
介
護
者
や
身

体
障
害
者
ら
を
有
償
（
一
般
的
な
タ
ク
シ
ー

運
賃
の
半
額
が
目
安
）
で
運
送
す
る
事
業
に

つ
い
て
の
協
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の
負
担

金
で
す
。

③
民
生
費　

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

70
万
円

　

 

ひ
き
こ
も
り
、
子
育
て
不
安
、
児
童
虐
待
な

ど
を
か
か
え
る
家
庭
に
対
し
て
、
訪
問
に
よ

る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

④
商
工
費　

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

　

 

魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
創
造
し
、
市
民
文
化

の
発
展
に
努
め
る
た
め
同
会
議
を
16
年
11
月

に
設
立
し
た
こ
と
に
よ
る
運
営
補
助
で
す
。

⑤ 

土
木
費　

市
民
創
造
の
森
用
地
取
得

　
　
　
　
　
　

８
億
６
５
０
２
万
２
０
０
０
円

　

 

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
に
も
と
づ
く

買
い
戻
し
を
行
い
ま
す
。

人件費
54億3,686万7,000円

公債費（借金の返済）
64億6,503万9,000円

扶助費
31億655万1,000円

投資的経費
20億3,274万2,000円

繰出金
19億5,288万4,000円

物件費
27億3,473万1,000円

その他
27億192万7,000円

そ
の
他
経
費

28億9,471万
5,000円

11億5,967万
8,000円

55億6,289万
4,000円

65億3,260万
2,000円

22億7,264万
1,000円

16億9,033万
7,000円

28億1,889万
4,000円

義
務
的
経
費

（22.2%）

（26.5%）

（12.7%）

（8.3%）

（8.0%）

（11.2%）

（11.1%）

（24.2%）

（28.5%）

（12.6%）

（5.1%）
（7.4%）

（12.3%）

（9.9%）

歳出（支出）の性質別グラフ

　このグラフは、どんなことにお金を使うのかを表して
います。

▽義務的経費とは　 家賃や光熱水費のように日々の生活に不可欠なものです。
生活保護や児童福祉手当などの福祉関係のお金、職員の給
料や市債（市の借金）の返済などがこれにあたります。

▽ 投資的経費とは　新しい施設などを整備するときに使うお金です。

17 年度当初予算
244億 3,074万1,000円

16 年度当初予算
229億3,176万1,000円



(5)17.05.01

主
な
歳
出
（
支
出
）

⑥ 
消
防
費　

地
図
お
よ
び
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

１
４
８
２
万
５
０
０
０
円

　

消
防
の
初
動
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑦
消
防
費　

消
防
庁
舎
耐
震
補
強
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
２
５
０
万
円

　

災
害
発
生
時
の
出
動
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

⑧
教
育
費　

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
０
万
８
０
０
０
円

　

 

い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
な
ど
を
か
か
え
る

家
庭
へ
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣
し
ま

す
。

⑨
教
育
費　

学
校
耐
震
優
先
度
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
５
０
万
円

　

 

各
小
・
中
学
校
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
、
18
年
度
か
ら
耐
震
化
未
実

施
校
舎
の
耐
震
工
事
を
施
行
し
ま
す
。

⑩
諸
支
出
金　

普
通
財
産
取
得
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
４
２
９
４
万
円

　

 

第
二
京
阪
道
路
整
備
に
と
も
な
う
調
整
池

施
設
用
地
と
府
道
天
の
川
磐
船
線
用
地
と
し

て
、
土
地
開
発
公
社
か
ら
７
９
３
・
27
平
方

㍍
を
買
い
戻
し
、事
業
者
に
処
分
し
ま
す
。

民生費
60億9,496万7,000円

総務費
22億3,870万5,000円

教育費
24億5,317万7,000円

衛生費
19億9,880万4,000円

土木費
18億2,699万9,000円

消防費
9億4,556万1,000円

その他
24億748万9,000円

  6億4,420万
6,000円

55億502万
5,000円

10億3,498万
4,000円

21億5,245万
2,000円

24億8,645万
3,000円

65億3,260万
2,000円

19億8,405万
1,000円

25億9,198万
8,000円

公債費
64億6,503万9,000円

（24.9%）

（26.5%）

（9.2%）

（10.0%）

（8.2%）

（7.5%）
（3.9%）

（9.8%）

（24.0%）

（28.5%）

（10.8%）

（11.3%）

（8.7%）
（4.5%）
（2.8%）
（9.4%）

歳出（支出）の目的別グラフ

　このグラフは、使うお金を目的別に見た割合を表して
います。

▽  民生費とは　乳幼児医療、福祉巡回バスなど

▽  公債費とは　市債（借金）などの返済

▽総務費とは　 住民票・戸籍事務、税金、選挙
など

▽教育費とは　 小・中学校、社会教育施設の管
理運営など

▽ 衛生費とは　集団検診、ごみ収集など

▽ 土木費とは　道路や公園の整備など

17 年度当初予算
244億 3,074万1,000円

16 年度当初予算
229億3,176万1,000円
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職 場 訪 問： 財 政 課 

予算づくりは、まちづくり

広報レポーター　音羽敏宏

音羽レポーター（左）と渡辺財政課長（右）

　

今
回
は
市
の
台
所
を
預
か
る
財

政
課
を
訪
問
し
、
渡
辺
雅
明
課
長

に
、
17
年
度
予
算
に
つ
い
て
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

音 

羽　

先
日
行
わ
れ
た
市
議
会

で
、
17
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
今
年
度
の
予
算
に
込

め
た
想
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

渡 

辺
課
長　

市
で
は
目
標
年
次
を

平
成
22
年
度
と
し
て
「
水
と
緑

が
暮
ら
し
彩
る
星
の
ま
ち
☆
か

た
の
」を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
も

こ
れ
を
実
現
す
る
予
算
づ
く
り

を
し
ま
し
た
。し
か
し
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
ハ
ー
ド
ル
を
高

く
し
て
い
ま
す
。

音 

羽　

ゴ
ー
ル
は
見
え
て
い
て

も
、
そ
こ
に
到
達
す
る
の
が
大

変
と
い
う
わ
け
で
す
か
。入
っ

て
く
る
額
が
少
な
く
な
る
と
、

出
る
ほ
う
で
工
夫
し
な
い
と
大

変
で
す
ね
。

渡 

辺
課
長　

特
に
交
野
市
に
は
、

大
き
な
企
業
や
事
業
所
、
工
場

が
少
な
い
た
め
、
個
人
か
ら
の

税
収
が
市
の
台
所
の
大
部
分
を

支
え
て
い
ま
す
。や
り
く
り
が

大
変
で
す
。

市
民
と
の
協
働
を
進
め
た
い

音 

羽　

先
月
号
の
施
政
方
針
で
市

長
は
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ(

協
働
）で
、
市

民
の
力
を
生
か
し
た
行
政
運

営
を
し
て
い
き
た
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

渡 

辺
課
長　

は
い
。パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
行
政
が
積
極
的
に
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
聴
き
、
市

民
や
民
間
企
業
が
持
つ
力
を
お

借
り
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

音 

羽　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
自

身
も
「
自
分
の
ま
ち
を
良
く
し

よ
う
」「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

守
ろ
う
」と
い
う
意
識
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
ね
。そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
能
力
・
余
暇
を
自
分

の
生
き
が
い
と
し
て
地
域
で
生

か
す
と
い
う
意
識
が
い
り
ま
す

ね
。そ
れ
で
市
の
ま
ち
づ
く
り

が
進
め
ば
一
石
二
鳥
で
す
ね
。

渡 

辺
課
長　

そ
う
な
れ
ば
う
れ
し

い
限
り
で
す
。

公
社
の
健
全
化
が
急
務
で
す

音 

羽　

予
算
を
見
ま
し
た
が
、
土

地
開
発
公
社
へ
の
支
援
が
支
出

の
中
で
も
大
き
な
比
重
を
占
め

て
い
ま
す
ね
。

渡 

辺
課
長　

こ
れ
は
市
が
背
負
っ

て
い
る
一
番
重
要
な
課
題
で

す
。土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

は
、
13
年
度
か
ら
計
画
的
に
経

営
の
健
全
化
を
進
め
て
き
ま
し

た
。当
時
の
２
９
６
億
円
の
土

地
保
有
高
を
17
年
度
末
に
は

２
５
８
億
円
ま
で
削
減
す
る
こ

と
が
目
標
で
し
た
。結
果
的
に

は
、
２
４
４
億
円
ま
で
削
減
で

き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
保
有
高

が
多
い
状
態
で
あ
り
、
債
務
比

率
の
解
消
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。

音 

羽　

土
地
バ
ブ
ル
が
は
じ
け

て
官
も
民
も
多
大
の
損
失
が
で

ま
し
た
。市
で
も
よ
か
れ
と
土

地
の
先
行
取
得
を
し
た
結
果
が

裏
目
に
出
た
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
の
見
通
し
や
抜
本
的

な
対
策
は
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

渡 

辺
課
長　

今
後
、
公
社
が
土
地

を
保
有
し
つ
づ
け
る
と
金
利
の

負
担
が
大
変
で
す
。早
く
市
が

買
い
戻
し
た
ほ
う
が
金
利
負
担

は
安
く
つ
く
の
で
す
が
、
市
の

財
政
状
況
も
あ
り
、
一
度
に
買

い
戻
す
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。平
成
22
年
度
ま
で
の

市
の
財
政
健
全
化
計
画
で
土
地

保
有
高
の
目
標
を
２
０
０
億
円

と
し
て
い
ま
す
。昨
年
、
国
が

公
社
経
営
健
全
化
の
新
た
な
対

策
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
市

で
も
17
年
度
中
に
第
２
次
計
画

を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

税
金
の
使
い
道
大
丈
夫
で
す
か

音 

羽　

最
後
に
最
近
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
大
阪
市
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
税
金

の
使
い
道
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
は
し
っ
か
り
働
い
て

い
ま
す
か
。

渡 

辺
課
長　

は
い
。予
算
を
使
う

と
き
、
計
画
を
決
め
た
と
き
、

実
際
に
支
払
う
と
き
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
何
重
も
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
監
査
委
員
（
民
間

か
ら
1
人･

議
会
か
ら
1
人
）

に
よ
る
定
期
的
な
監
査
や
随
時

の
監
査
な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。ま
た
、
現
在
進
行
中

の
財
政
健
全
化
計
画
か
ら
進
行

管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。大
丈
夫
で
す
。

音 

羽　

こ
れ
か
ら
も
交
野
市
で
質

の
高
い
生
活
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。市
民
の
持
つ

力
を
利
用
し
、
行
政
と
市
民
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
る

た
め
に
も
、
市
は
ど
ん
な
ま
ち

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を

し
っ
か
り
市
民
に
示
し
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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市政のうごき

新　

設

▽
幼
児
対
策
室「
子
育
て
支
援
係
」

　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

新しい助役が決まりました
　4月1日（金）、河西陽三さんが助
役に就任しました。17年第1回議
会定例会（3月3日～29日）におい
て、同氏が小森成雄助役の後任とし
て選任同意されました。
問い合わせ　人事課（℡  892・0121）

　有功者表彰

　前交野市議会議員　　
　大中　寛次　氏　

　市では、永年公職に精励
し、市政の振興に寄与された功績をたたえ、大中寛
次氏を3月25日付で有功者として表彰しました。

4月1日から
市役所の組織が変更

子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
む

体
制
を
整
備
し
ま
す
。

変　

更

▽ 

道
路
河
川
課
「
管
理
係
」「
維
持

係
」「
工
務
係
」

　

↓「
管
理
係
」「
維
持
・
工
務
係
」

▽ 

下
水
道
課「
管
理
係
」「
維
持
係
」

「
事
業
係
」

　

↓「
管
理
係
」「
維
持
・
事
業
係
」

　

 

関
連
す
る
係
を
統
合
し
、
事
務

の
効
率
化
と
応
援
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

問 
い
合
わ
せ　

人
事
課
（
℡  

８
９
２
・
０
１
２
１
）

青少年指導員のみなさん

　

青
少
年
指
導
員
は
、
青
少
年
が

健
や
か
に
育
つ
よ
う
地
域
で
地
道

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。商
店
街
、

空
き
家
や
廃
屋
な
ど
が
非
行
の
温

床
に
な
ら
な
い
よ
う
、
常
時
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
た
り
、
子
ど
も
会
活

動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
に
も
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

指
導
員
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
多
く
の

研
修
も
受
け
て
お
り
、
今
後
、
さ

ら
に
活
動
の
場
を
広
げ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

　有功者表彰

　市では、永年公職に精励

青少年指導員（順不同・敬称略）

１
中
ブ
ロ
ッ
ク

青山区 平田勝、真野功
私部区 角田法子、黒川賢二
行殿区 船戸さつき、前田優子
向井田区 山岸忠昭、井上順一
梅が枝区 岩井孝二、尾原博之
駅前住宅区 加藤恵美子、森川清美
柴野区 酒谷知治

２
中
ブ
ロ
ッ
ク

倉治区 中野貴雄、村田加津男
浜の池区 小野秀夫
松塚区 藤原誠之祐、井野善史
郡津区 谷巌、山本和孝、藤重章
幾野区 尾木貞夫、田中修一

３
中
ブ
ロ
ッ
ク

星田区 小松悦朗、柿木昭彦
妙見坂区 伊藤幸生、恩田勝義
南星台区 佐々木貴、丸山喜世治
星田山手区 荻野茂、花山駒一
妙見東区 丸尾慶喜、久保幸子
星田西区 吉崎祐子、渡辺政子

４
中
ブ
ロ
ッ
ク

寺区 坂根輝重、畠中芳彦
森区 奥田道子、森本雄二
天野が原町区 寺上義晃、宮崎康史
私市区 奥西隆、河辻和文
私市山手区 北嶋佐吉
藤が尾区 山口五十一、土居勇

青
年
層

１中ブロック 中野幸男、岡田伴昌、東野勝哉
２中ブロック 雲川浩幸
３中ブロック 永井良典、竹之内康明
４中ブロック 山下正明、寺本武司

お
わ
び
と
訂
正

　
「
広
報
か
た
の
」４
月

１
日
号
29
ペ
ー
ジ
の
学

校
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。

　

誤
り
は「
佐
藤
義
明
さ

ん
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
パ
イ
プ
」「
ワ
セ
リ
ン
」

で
、
正
し
く
は
「
佐
藤
良

明
さ
ん
」「
ラ
ッ
プ
の
芯
」

「
グ
リ
セ
リ
ン
」で
す
。

　

深
く
お
わ
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

広
聴
広

報
課



　 電話番号案内
市役所 ℡892・0121

本
　
　
館

　 市民課、市民総合窓口担当、
国民健康保険課、税務課、
　会計室、商工観光課、総務課、
　秘書課、広聴広報課、財政課、
　 人事課、市民活動推進課、
　政策調整課、人権政策室、
　 財政健全化推進課、
　行政委員会事務局、
　議会事務局、幼児対策室

℡892・0121

別
　
館

　 防災安全課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　廃棄物対策課、環境保全課、
　都市計画課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局、
　土地開発公社

℡892・0121

星田出張所 ℡891・2031
ゆうゆうセンター ℡893・6400
　 社会福祉課、福祉サービス課、
　介護保険課、社会福祉協議会 ℡893・6400

　健康増進課 ℡893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡892・3077
ボランティアセンター ℡894・3737
環境事業所（ごみ） ℡892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡891・5374
乙辺浄化センター（し尿） ℡892・2472
リサイクルセンター ℡893・8651
青年の家 ℡892・7721
　 社会教育課、青少年育成課、
　生涯スポーツ課 ℡892・7721

　 教育総務課、保健給食課、
　人権教育指導室 ℡810・0530

　学務課、指導課 ℡810・0522
星の里いわふね ℡893・3131
星田西体育施設 ℡893・7721
第 1児童センター ℡893・1144
いきいきランド交野 ℡894・1181
倉治図書館 ℡891・1825
教育文化会館 ℡810・6667
文化財事業団 ℡893・8111
いきものふれあいセンター ℡893・6520
消防本部・署 ℡892・0119
　 総務課、予防課、警備課 ℡892・0119
水道局 ℡891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　新浄水施設整備室 ℡891・0016

水道サービス株式会社 ℡894・0105
シルバー人材センター ℡893・0430

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

　

申
し
込
み
受
付
開
始

　

緑
あ
ふ
れ
る
傍
示
の
里
で
、
グ

ル
ー
プ
や
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

利
用
日

▽
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

　

 

日
曜
日
の
み　

６
月
１
日（
水
）

〜
７
月
20
日
（
水
）、
９
月
１
日

（
木
）〜
９
月
30
日（
金
）

　

 

全
日　

７
月
21
日
（
木
）
〜
８

月
31
日（
水
）

▽
宿
泊
キ
ャ
ン
プ

　

 

７
月
21
日（
木
）〜
８
月
31
日（
水
）

※ 

８
月
26
日
（
金
）・
27
日
（
土
）

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
グ
ル
ー
プ
や
家
族
な
ど

定　

員

▽
日
帰
り　

１
５
０
人

▽ 

宿　

泊　

１
０
８
人
（
テ
ン
ト

18
張
り
）

利 
用
料　

無
料
（
ま
き
代
、
ク
ラ

フ
ト
材
料
代
は
実
費
）

※ 

場
内
で
の
飲
酒
は
で
き
ま
せ

ん
。

受 

付
開
始
日　

５
月
９
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら

申 

し
込
み　

利
用
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
青
少
年
育
成
課

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

少年少女クリーンパトロール隊
隊員とリーダー募集

　少年少女クリーンパトロール隊で
は、ボランティアに興味のある元気な
小学生隊員を募集しています。
　また、同隊のリーダーとして隊員を
指導してくれる高校生、大学生も募集
します。
〔パトロール隊員〕
対　　象　市内在住の小学 4～ 6年生
活 動内容　山や里の清掃活動、街頭でのごみ袋配布、ハ
イキングやキャンプなど

〔リーダー〕
対　　象　高校生、大学生
活動内容　小学生隊員の指導と育成

申し込み・問い合わせ　市民活動推進課

アウトドア
　 野外活動センター受付開始
　 星のまちめぐりウォーク
　 夏鳥のバードウオッチング

スポーツ
　 わんぱく相撲大会

  少年少女クリーンパトロール
  わくわく健康セミナー

17.05.01 (8)



(9)17.05.01

　

夏
鳥
の
バ
ー
ド

　

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

５
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

※
雨
天
中
止

と 

こ
ろ　

府
民
の
森
く
ろ
ん
ど
園

　

星
の
ま
ち
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク

　

星
に
ま
つ
わ
る
寺
社
や
伝
説
を

め
ぐ
る
、
交
野
市
星
の
ま
ち
観
光

会
議
主
催
の
「
星
の
ま
ち
め
ぐ
り

ウ
オ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と 　

き　

５
月
14
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
、
星
田
駅
集
合

※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
。

コ 

ー
ス　

星
田
駅

－

星
田
公
園

－

光
林
寺

－

星
田
神
社

－

星

田
妙
見
宮

－

星
の
池
公
園

－

ほ
し
だ
園
地

－

星
の
里
い
わ

ふ
ね　

約
5
㌔

持
ち
物　

お
弁
当
、
雨
具

※ 

歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
事
務
局

（
℡  
８
９
１
・
９
９
５
５
）

地
（
午
前
９
時
、
私
市
駅
前
集

合
）

コ 

ー
ス　

私
市
駅
前

－

く
ろ
ん

ど
園
地

－

河
内
森
駅

内 　

容　

オ
オ
ル
リ
な
ど
の
夏
鳥

や
繁
殖
期
に
入
っ
た
野
鳥
た
ち

を
観
察
し
、
さ
え
ず
り
を
楽
し

む
参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

弁
当
・
お
茶
・
筆
記
用

具
。
あ
れ
ば
双
眼
鏡
、
野
鳥
図

鑑
※ 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

主 　

催　

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

申
し
込
み　

当
日
直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

８
９
３
・
６
５
２
０
）

　

第
44
回
市
長
杯

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

と 　

き　

５
月
15
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
（
集
合
8
時
30
分
）

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

武
道
館
前
相
撲
場

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
１
年

生
〜
６
年
生
男
女

参 

加
料　

無
料
（
ま
わ
し
・
ち
ゃ

ん
こ
鍋
・
お
に
ぎ
り
を
用
意
し

ま
す
）

試 

合
方
法　

団
体
・
個
人
戦
（
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
）

〔
団
体
戦
〕

▽ 

低
学
年
の
部　

１
チ
ー
ム
３

人
（
先
鋒
１
年
生
・
中
堅
２
年

生
・
大
将
３
年
生
）
補
欠
１
人

（
１
・
２
年
生
に
限
る
）

▽ 

高
学
年
の
部　

１
チ
ー
ム
３

人
（
先
鋒
４
年
生
・
中
堅
５
年

生
・
大
将
６
年
生
）
補
欠
１
人

（
４
・
５
年
生
に
限
る
）

※ 

い
ず
れ
も
単
位
子
ど
も
会
で
構

成
す
る
こ
と
。

※ 

監
督
は
、
関
係
団
体
の
代
表
者

か
、
そ
れ
に
代
わ
る
人
。

〔
個
人
戦　

学
年
別
〕

▽ 

１
学
年
で
男
女
別
８
人
以
上
の

参
加
者
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試
合

主 　

催　

㈳
交
野
青
年
会
議
所
、

交
野
市
相
撲
連
盟

申 

し
込
み　

５
月
10
日
（
火
）
午

後
４
時
ま
で
に
、
子
ど
も
会
会

員
は
単
位
子
ど
も
会
で
ま
と

め
、
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
直
接
青
年
の
家
。
子
ど
も

会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
電

話
か
、
直
接
青
年
の
家

問
い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

ス
ポ
ー
ツ

開講日 時　間 内　　容 会　場
6 月  6 日（月）

13：30

～

14：45

講義・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵
6月  9 日（木） ヨーガ・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵
6月 13日（月） バランストレーニング・簡単エクササイズ サブアリーナ
6月 16日（木） ヨーガ・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵
6月 20日（月） バランストレーニング・簡単エクササイズ サブアリーナ
6月 23日（木） ヨーガ・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵
6月 27日（月） ヨーガ・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵
6月 30日（木） ヨーガ・簡単エクササイズ 会議室⑴ ⑵

　ヨーガを中心としたトレーニングで身体のリフ
レッシュをしましょう。
とき・内容　下表
ところ　いきいきランド交野
対 　象　健康でトレーニング可能な16歳以上の人
※ 18歳未満の人は保護者の同意署名が必要です。
定　員　先着 30人
受講料　4,800 円

指 　導　わくわくフィットネスクラブ専属トレー
ニングコーチ

申 し込み　5月 15日（日）午前 9時 30分から、
受講料と印鑑持参でいきいきランド交野わくわ
くプール

※ 月～土は午前9時30分～午後8時30分、日曜日・
祝日は午前9時30分～午後5時、火曜日は休館。
問い合わせ　同わくわくプ ール（℡   894・1187）

いきいきランド交野　わくわく健康セミナー
「心と身体を癒すリラクゼーション講座」
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人　
　
権

　

憲
法
週
間
記
念
行
事

　

市
民
講
座

と 　

き　

５
月
９
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 
こ
ろ　

市
役
所
別
館
３
階　

中

会
議
室

テ 

ー
マ　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
」

講 　

師　

弁
護
士　

掛
樋
美
佐
保

さ
ん

定　

員　

50
人

受
講
料　

無
料

主 　

催　

市
、
大
阪
弁
護
士
会

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

　

 

男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
講
座

と 　

き　

５
月
11
日
（
水
）
午
後

１
時
10
分
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

集
団
指
導
室

内 　

容

▽
マ
ジ
ッ
ク　

谷
崎
牧
人
さ
ん

▽ 

講
演
「
小
・
中
学
校
に
お
け
る

男
女
平
等
教
育
に
つ
い
て
」

　

＝
講
師　

市
教
育
委
員
会
職
員

定　

員　

30
人

参 

加
費　

２
０
０
円（
会
員
は
無
料
）

　

日
帰
り
バ
ス
研
修

　

万
博
記
念
公
園
内
の
散
策
と
、

国
立
民
族
学
博
物
館
で
世
界
各
国

の
暮
ら
し
や
文
化
を
擬
似
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

５
月
17
日
（
火
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

集 

合
場
所　

午
前
９
時
に
私
部
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

参 

加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代

含
む
）

テ 

ー
マ　
「
自
然
を
満
喫
し
な
が

ら
、世
界
の
民
族
・
文
化
を
学
ぶ
」

定　

員　

45
人

主 　

催　

市
人
権
啓
発
推
進
協
議

会

申 

し
込
み　

５
月
２
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
人
権
政
策
室

※ 
参
加
費
を
納
入
し
た
人
か
ら

「
領
収
証
兼
参
加
証
」
を
配
布

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

主 　

催　

交
野
市
女
性
と
文
化
の

集
い

申 

し
込
み　

は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
、

ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒
５
７
６

－

８
５
０
１  

交
野
市
人
権
政

策
室　

℻
８
９
１
・
５
０
４
６

e-m
ail:jinken@

city.kata
no.osaka.jp

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
室

　

市
教
育
委
員
会
で
は
５
月
か

ら
、
高
校
や
大
学
な
ど
に
進
学

す
る
際
の
奨
学
金
制
度
な
ど
の

進
路
支
援
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

　

奨
学
金
の
制
度
や
高
校
の
授

業
料
減
免
制
度
な
ど
の
ご
質
問

に
相
談
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
な
進
路
先
決

定
（
高
等
学
校
選
択
）
に
つ
い

て
は
、
通
学
し
て
い
る
学
校
の

担
任
や
進
路
担
当
の
先
生
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

開 

設
場
所　

青
年
の
家
１
階　

学
務
課

開 

設
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１

時
〜
７
時
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

※ 

相
談
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
事
前
に
学
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
務
課

奨
学
金
制
度
な
ど
の
相
談
窓
口
を
開
設

リバティおおさか講演会とパネル展
〔講演会〕
と　き　5月 8日（日）午後 2時～
ところ　青年の家　201研修室
テーマ　「人・ふれ愛・地域力」
参加費　無料
講　師　リバティおおさか館長　秋定嘉和さん
主　催　市

〔大阪人権博物館巡回パネル展〕
と 　き　5 月 6 日（金）～ 15 日（日）午前 10
時～午後 5時（9 日は休館、15 日は午後 4時
まで）

ところ　青年の家 1階　ロビー
内　容　人権からみた日本社会
主　催　大阪人権博物館、市

問い合わせ　人権政策室

人　権
　 日帰りバス研修
　 男女共同参画社会づくり講座
　 憲法週間記念行事市民講座

文　化
　 市指定文化財の一般公開
  
  リバティおおさか講演会とパネル展
  奨学金などの相談窓口を開設
  地域福祉計画策定の委員募集
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市
指
定
文
化
財
の
仏
像
や

　

出
土
遺
物
を
一
般
公
開

　

文
化
財
事
業
団
は
、
交
野
の
素

晴
ら
し
い
文
化
財
を
一
人
で
も
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

市
指
定
文
化
財
の
仏
像
や
出
土
遺

物
を
、
所
有
者
や
管
理
者
ら
の
ご

協
力
に
よ
り
一
般
公
開
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
15
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
（
関
西
電
力

枚
方
変
電
所
の
み
正
午
ま
で
）

と 

こ
ろ　

各
寺
院
と
関
西
電
力

枚
方
変
電
所（
東
倉
治
）

申 

し
込
み　

当
日
各
寺
院
へ
直

接
。関
西
電
力
枚
方
変
電
所
の

出
土
遺
物
見
学
を
希
望
す
る

人
は
、５
月
13
日（
金
）正
午
ま

で
に
文
化
財
事
業
団

問
い
合
わ
せ　

同
事
業
団

〔
仏　

像
〕

▽
十
一
面
観
音
立
像（
星
田
寺
）

　

＝
星
田
２

－

６

－

７

　

 

平
安
時
代
後
期
の
作
。藤
原
様

式
を
も
ち
、
市
内
で
は
獅
子
窟

寺
の
薬
師
如
来
坐
像
に
つ
い

で
古
い
時
期
の
仏
像
の
一
つ

で
す
。像
高
１
４
３
㌢
。

▽ 

薬
師
如
来
立
像
（
薬
師
寺
）　

＝
星
田
１

－

21

－

12

　

 

等
身
大
の
堂
々
と
し
た
姿
に

つ
く
ら
れ
、
厨ず

し子
の
中
に
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。室
町
時
代
後

期
の
制
作
と
み
ら
れ
ま
す
。像

高
１
５
８
㌢
。

▽ 

千
体
仏（
薬
師
寺
）

　

＝
星
田
１

－

21

－

12

　

 

薬
師
如
来
・
地
蔵
菩
薩
な
ど
、

像
高
４
・
１
㌢
〜
15
㌢
の
坐
像

や
立
像
な
ど
６
７
１
体
。ほ
と

ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
の
一
木
彫
り
。

▽ 

如
意
輪
観
音
坐
像（
廃
千
手
寺
）

＝
私
市
３

－

14

－
１

　

 

静
か
な
面
相
や
装
飾
的
で
や

や
厚
め
の
衣
文
の
彫
法
か
ら
、

室
町
時
代
の
制
作
と
み
ら
れ

ま
す
。
神
聖
な
木
で
つ
く
ら

れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。像
高

31
・
１
㌢
。

▽ 

聖
観
音
立
像
（
廃
千
手
寺
）　

＝
私
市
３

－

14

－

１

　

 

修
復
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
衣
文

を
省
略
し
た
簡
素
な
彫
法
な

ど
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
制

作
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。像
高

31
・
１
㌢
。

〔
出
土
遺
物
〕

▽ 

倉
治
古
墳
出
土
遺
物
（
関
西
電

力
枚
方
変
電
所
）

　

＝
東
倉
治
３

－

１

　
 

昭
和
26
年
、
関
西
電
力
枚
方
変

電
所
の
造
成
工
事
の
際
に
発

見
さ
れ
た
８
基
の
横
穴
式
古

墳
（
の
ち
に
「
倉
治
古
墳
群
」

と
命
名
）
か
ら
発
掘
さ
れ
た

も
の
で
す
。公
開
す
る
主
な
も

の
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
遺
物

が
中
心
で
、
鉄
刀
や
鉄て
つ
ぞ
く鏃
な
ど

の
武
器
、
鉄て
つ
が
ま鎌

や
刀と
う
す子

な
ど
の

農
工
具
、
金
環
・
勾ま
が
た
ま玉
・
切
子

玉
な
ど
の
装
飾
品
、
須す

え恵
器
や

土は

じ師
器
な
ど
の
土
器
類
で
す
。

文　
　
化

地域福祉計画策定の委員を募集

　地域福祉計画とは、行政と市民とが一体
となって福祉を推進していくため、「顔の
見える関係づくり」「共に生きる社会づく
り」を目指すための理念と仕組みをつくる
計画です。
　この計画を策定するための委員を募集し
ます。
任　期　5月～ 18 年 3月
対　象　市内在住の 20 歳以上の人
定　員　2人
申 し込み　5月 13日（金）〈消印有効〉ま
でに、はがきに住所・氏名・年齢・職業・
電話番号を記入し〒 576－ 0034　交野
市天野が原町 5－ 5－ 1　ゆうゆうセン
ター内　社会福祉課
問い合わせ　社会福祉課

▼

十
一
面
観
音
立
像

▲古墳群からの出土遺物
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福　
祉

　

 

母
子
家
庭
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

﹇
パ
ソ
コ
ン
初
級
土
曜
講
座
﹈

と 　

き　

７
月
30
日
〜
９
月
17
日

の
土
曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分
、
全
８
回

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－
４

－

13
）

受
講
料　

１
万
円（
教
材
費
含
む
）

定　

員　

20
人

申 

込
受
付
期
間　

５
月
30
日（
月
）

〜
６
月
30
日（
木
）〈
消
印
有
効
〉

﹇
調
理
師
資
格
取
得
講
座
﹈

と 　

き　

７
月
20
日
〜
10
月
中
旬

の
水
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
、
全
11
回

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

受 
講
料　

８
０
０
０
円
（
教
材
費

含
む
）

定　

員　

30
人

※ 

２
年
以
上
の
実
務
経
験
が
必
要

で
す
。

申 

込
受
付
期
間　

５
月
20
日（
金
）

〜
６
月
20
日（
月
）〈
消
印
有
効
〉

﹇
簿
記
３
級
講
座
﹈

と 　

き　

７
月
30
日
〜
11
月
12
日

の
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
、
全
12
回

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

受 

講
料　

５
０
０
０
円
（
教
材
費

含
む
）

定　

員　

40
人

申 

込
受
付
期
間　

５
月
30
日（
月
）

〜
６
月
30
日（
木
）〈
消
印
有
効
〉

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
希
望

講
座
名
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
、
志
望
動
機
、

以
前
に
連
合
会
で
受
講
し
た
講

座
名
、保
育
の
有
無
を
記
入
し
、

申
込
受
付
期
間
に
、
〒
５
４
０

－

０
０
１
２　

大
阪
市
中
央

区
谷
町
５

－

４

－
13　

谷
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

※ 

保
育
は
２
歳
〜
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児

問 

い
合
わ
せ　
（
社
福
）
大
阪
府

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
℡

06
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５
）

　

愛
の
献
血

　

交
野
市
献
血
推
進
協
議
会
は
、

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い
ま

す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
19
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と 

こ
ろ　

ゴ
ー
ル
ド
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ケ
ン

※ 

本
人
確
認
の
た
め
身
分
を
証
明

す
る
も
の
（
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
）
の
提
示
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母子寡婦福祉会
書道・パッチワーク教室

と　き　下表のとおり
実施月 書道教室 パッチワーク

5 月 28日 21日
6月 4日 18日
7月 2日 16日
9月 3日 17日
10月 1日 22日
11月 26日 19日
12月 3日 17日
2月 4日 18日
3月 4日 18日

※時間はいずれも午前 10時～午後 4時。
ところ　ゆうゆうセンター
対　象　市内在住の母子家庭・寡婦家庭の人
定　員　各 20人
受講料　無料（教材費は実費）
申 し込み・問い合わせ　交野市母子寡婦福祉会の
井戸さん（℡892・3971午後 6時以降）

環境家計簿をつけてみませんか？
　地球環境を守り、環境にやさしいライフスタイル
を考えてみませんか。市では、地球温暖化防止の一
環として、環境家計簿をつけていただく家族を募集
します。
　環境家計簿とは、各家庭で毎月の電気、ガスの使
用量を記録し、目標に向かってどれくらい節約でき
たかをチェックするものです。
　参加いただいた家族には家計簿記入の説明会や情
報交換会を開催し、取り組み後には認定書を発行し
ます。
期 　間　5 月～ 18 年 3 月（記録は、7 月～ 12 月
の 6か月間）
募　集　300人
申し込み

▽期間　5月 9日（月）～ 20日（金）

▽個人の場合　電話で環境保全課（グループ化をします）

▽ 団体の場合　1グループ30人程度。グループ全員
の氏名・住所・電話番号とグループの代表者に◎印
を記入のうえ、ファクス（℻893・2636）
問い合わせ　環境保全課

福　祉
　 母子家庭のための就業支援講習会
　 愛の献血
　 児童手当の支給

  母子寡婦福祉会
  書道・パッチワーク教室
  環境家計簿をつけてみませんか
  「かたの環境ネットワーク」スタート
  こどもエコクラブ
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児
童
手
当
の
支
給

　

小
学
３
年
生
（
９
歳
に
な
っ
て

か
ら
最
初
の
３
月
31
日
）
ま
で
の

児
童
の
養
育
者
に
児
童
手
当
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
養
育
者
が
公
務
員
の
場

合
は
、
勤
務
先
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

手
当
額

▽
第
１
子　

５
０
０
０
円

▽
第
２
子　

５
０
０
０
円

▽ 

第
３
子
以
降　

１
人
に
つ
き

１
万
円

児
童
手
当
の
支
給

▽ 

児
童
手
当
は
、
養
育
者
か
ら
の

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
▽ 

認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
開
始
に
な
り
ま

す
※ 

出
生
の
場
合
、
出
生
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

転
入
の
場
合
、
転
出
予
定
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
届
け
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

▽  

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
内　

社

会
福
祉
課

▽  

市
役
所　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー

認
定
請
求
書
に
必
要
な
も
の

▽ 

加
入
年
金
証
明
書
（
国
民
年
金

加
入
者
お
よ
び
年
金
未
加
入
者

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）ま
た
は
、

健
康
保
険
証
と
基
礎
年
金
番
号

▽ 

請
求
者
（
養
育
者
名
義
）
の
預

貯
金
口
座

▽ 

17
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

て
き
た
人
は
17
年
度（
16
年
中
）

の
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

▽
印
鑑

▽ 
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す

　

16
年
度
所
得
制
限
に
よ
り
、
受

給
資
格
が
却
下
・
消
滅
に
な
っ
た

人
は
、
５
月
請
求
分
か
ら
所
得
要

件
が
17
年
度
所
得
に
見
直
し
に
な

り
ま
す
の
で
、
改
め
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
況
届

用
紙
は
、
５
月
下
旬
に
受
給
者
あ

て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

６
月
の
定
時
払
い
は
15
日（
水
）

で
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

所得制限限度額
扶養人数

（配偶者含む） 児童手当 特例給付

0 人 3,010,000 円 4,600,000 円
1人 3,390,000 円 4,980,000 円
2人 3,770,000 円 5,360,000 円
3人 4,150,000 円 5,740,000 円
4人 4,530,000 円 6,120,000 円

※以下、扶養家族が 1人増えるごとに 38万円加算。
※ 特例給付の対象者は、厚生年金などに加入している人
で、児童手当の所得制限を超える所得のある人。

児童手当の対象所得額
［所得金額A  －（一律 80,000 円）－  控除額B］

※A給与の場合は、給与控除後の金額です。
　  Bは、医療費控除、雑損、障害者（特別）控除、
寡婦（特別）控除、老年者控除などです。

　

市
内
の
環
境
団
体
の
活
動
紹
介

や
連
携
を
支
援
す
る
組
織
と
し
て

「
か
た
の
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
設
立
し
ま
す
。

　

記
念
講
演
や
環
境
保
全
団
体
の

紹
介
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
環

境
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と 　

き　

５
月
15
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

と 

こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

１
階　

会
議
室

内　

容

▽
設
立
総
会

▽
講
演「
交
野
の
み
ら
い
」

　

講
師　

交
野
市
長　

中
田
仁
公

▽
市
内
環
境
団
体
の
紹
介

▽
ブ
ー
ス
展
示
な
ど

主 　

催　

か
た
の
環
境
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
準
備
会

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

「
か
た
の
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

こどもエコクラブ 
～地球にやさしい暮らしを～

　こどもエコクラブは、環境省が小・中学生
に参加を呼びかけている、誰でも参加できる
地球環境を守るための環境活動のクラブです。
活動内容　

▽エコロジカルあくしょん
　 生き物調査、町のエコチェック、リサイク
ル活動など、クラブの仲間とテーマを決めて自主的活動。環
境に関することならなんでも「あくしょん」です。

▽エコロジカルとれーにんぐ
　 毎日の生活の中で、地球や環境のことを楽しく考えるプロ
グラムです。年５回配布されるジュニアエコクラブ（JEC）
ニュースで紹介します。

※ １年間活動した会員には、アースレンジャー認定証が送られます。
登録方法
①  数人～ 20人程度の仲間（家族、親戚、近所の友達など）を
集めてクラブをつくる

②  事務局（市環境保全課）と連絡する代表サポーター（大人）
を決める

※入会金・会費は無料です。
申し込み・問い合わせ　環境保全課



17.05.01 (14)

保
険
・
年
金

　
税

く
ら
し

 

保険 · 年金
　 国民健康保険料の納付

　税
　  固定資産税・都市計画税・軽
自動車税の納期

くらし
　 民生委員・児童委員の交代
　 今年は国勢調査の年です
　 「食とみどり」を考える府民教室
　 府営住宅入居者募集
  
  消費者相談
  枚方警察署からのお知らせ

　

 

固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
と
軽
自
動
車
税

の
納
期

　

５
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
１
期
分
と
軽
自
動
車
税

の
納
期
月
で
す
。

　

期
限
（
５
月
31
日
）
内
に
最
寄

り
の
収
納
取
扱
金
融
機
関
に
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。　

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

　

５
月
分
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
火
）
で
す
。
必
ず
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
に
住

む
人
々
の
助
け
合
い
の
も
と
に
成

り
立
っ
て
い
る
制
度
で
す
。
加
入

者
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
ち
、

保
険
料
を
期
限
内
に
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
が
、
私
た
ち
の
大
切
な

国
保
を
守
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
「
口

座
振
替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
役
所
本

館
１
階
の
国
民
健
康
保
険
課
か
、

星
田
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
納
付
期
限
の

延
期
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

　

納
期
が
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

Ｑ　
大
学
の
先
輩
か
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
に
誘

わ
れ
て
い
ま
す
が
信
用
で
き
ま

す
か
。「
ネ
ズ
ミ
講
と
違
っ
て
違

法
で
は
な
い
」
そ
う
で
す
。ま
ず

私
自
身
が
商
品
を
購
入
し
て
組

織
に
加
入
、他
人
に
商
品
を
販
売

し
て
、そ
の
人
が
さ
ら
に
参
加
者

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。そ
れ
に
応

じ
て
紹
介
者
の
私
に
お
金
が
入

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ａ　
ネ
ズ
ミ
講
で
は
な
く
マ

ル
チ
商
法
の
よ
う
で
す
。

特
定
商
取
引
法
に
規
制
さ
れ
る

販
売
方
法
で
す
。違
法
で
は
な
い

の
で
す
が
、細
か
い
規
制
が
あ
り

ま
す
。組
織
に
加
入
し
法
律
規
制

に
違
反
し
た
場
合
は
刑
事
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。内
容
を
十

分
理
解
し
た
う
え
で
契
約
を
検

討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

商
品
な
ど
の
販
売
実
績
が
な

く
単
に
金
銭
の
配
当
を
行
う
組

織
の
場
合
は
無
限
連
鎖
講（
ネ
ズ

ミ
講
）
に
該
当
し
ま
す
。こ
ち
ら

は「
無
限
連
鎖
講
の
防
止
に
関
す

る
法
律
」で
全
面
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

助
言　
マ
ル
チ
商
法
で
は

他
人
を
勧
誘
す
る
と

き
に
は
勧
誘
の
目
的
を
告
げ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。「
久
し
ぶ
り

に
会
わ
な
い
か
」
だ
け
で
知
人

を
呼
び
出
し
て
の
勧
誘
は
禁
止

で
す
。消
費
者
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
で
20
日
間
契
約
解
除
が
で

き
ま
す
。
勧
誘
の
と
き
の
成
功

話
と
違
っ
て
加
入
者
を
獲
得
で

き
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
儲
か

り
そ
う
」な
ど
と
気
軽
に
参
加
す

る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

消費者相談
～信用できる？

ネットワークビジネス～

　問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

民
生
委
員

　

児
童
委
員 

の
交
代

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
交
代

に
な
り
ま
し
た
。

旧 

委
員　

古
川　

義
雄

　

＝
梅
が
枝
23

－

１
０
１

　
（
℡  
８
９
１
・
７
３
３
９
）

新 

委
員　

西
岡　

昭
榮

　

＝
梅
が
枝
25

－

４
０
３

　
（
℡  
８
９
２
・
９
０
９
８
）

担 

当
地
区　

梅
が
枝
１
番
、
19
番

〜
23
番

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
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枚方警察署からのお知らせ
みんなで力をあわせて　安全・安心まちづくり

ゴールデンウイークは空き巣に注意
　行楽シーズンが到来し、外出の機会が増える
季節になりました。家を空けている間に、空き巣
の被害に遭わないよう防犯対策が必要です。
　枚方警察署管内で発生した空き巣被害の多く
は、玄関出入り口（33％）と 1階の窓（32%）か
らの侵入によるもので、全体の 6割以上を占め
ています。バールやドライバーなどを使用して
侵入したケース（61％）が多数を占めています
が、無施錠（5％）での被害もありました。
　空き巣ねらいは、10分以内に侵入できないと
9割の確率で犯行をあきらめます。窓や扉に防犯
性の高い鍵を複数取り付け、すぐに侵入できな
いような対策をとりましょう。 問い合わせ　枚方警察署（℡   845·1234）

自転車の交通ルール
　近年、自転車事故が増加しています。自転車安
全・快適に利用するため、交通ルールを再確認し
ましょう。
　次の行為は、罰金や科料などの対象になります。

▽一時停止を無視

▽２人乗り

▽  並進（２台以上の自転車が横にならんで通行す
る）

▽酒酔い運転

▽ライトの無灯火

▽危険な運転（運転中に携帯電話で通話するなど）

　
 

今
年
は
国
勢
調
査
の

年
で
す

　

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
人
口
・
世
帯
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
生
活
の

向
上
に
役
立
つ
基
礎
的
な
デ
ー
タ

を
提
供
し
ま
す
。

　

９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
、
国
勢
調
査
員
が
み
な
さ
ん

の
お
宅
へ
、
調
査
票
の
配
布
と
受

け
取
り
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

政
策
調
整
課

　

府
営
住
宅

　

新
築
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
・
戸
数

▽
交
野
梅
が
枝
第
２
住
宅

　

 

＝
地
元
公
募　

２
戸
（
一
般
向

け
２
戸
）

　

 

＝
一
般
公
募　

２
戸
（
一
般
向

け
２
戸
）

用
紙
の
配
布

▽ 

期
間　

５
月
２
日
（
月
）
〜
５

月
31
日
（
火
）（
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

▽ 

配
布
場
所　

府
住
宅
供
給
公

社
住
宅
管
理
部
募
集
課
・
各

管
理
セ
ン
タ
ー
、
府
住
宅
経

営
室
住
宅
管
理
課
、
府
庁
別

館
住
宅
相
談
室
、
府
民
情
報

プ
ラ
ザ
、
大
阪
市
を
除
く
市

町
村
役
場
な
ど

申
し
込
み

▽ 
郵
送
の
場
合　

５
月
２
日（
月
）

〜
５
月
31
日（
火
）〈
消
印
有
効
〉

に
、
指
定
の
封
筒
で

▽ 

電
子
申
請
の
場
合　

５
月
２
日

（
月
）
〜
５
月
22
日
（
日
）
に

府
営
住
宅
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

（http://w
w
w
.pref.osaka.

jp/jyukan/index.htm
l

）

問 

い
合
わ
せ　

府
住
宅
供
給
公

社
住
宅
管
理
部
募
集
課
（
℡  

06
・
６
３
７
５
・ 

７
１
７
１
）

　

 

豊
か
な「
食
と
み
ど
り
」

を
考
え
る
府
民
教
室

　

身
近
な
野
菜
・
花
・
樹
木
・
果

樹
の
育
て
方
か
ら
、
野
菜
や
食
肉

の
品
質
・
鮮
度
な
ど
の
疑
問
に
答

え
る
講
習
会
で
す
。

と
き
・
内
容

▽ 

５
月
27
日
（
金
）
＝
野
菜
の
病

害
虫
防
除

▽ 

６
月
24
日
（
金
）
＝
野
草
の
観

察
会

▽ 

７
月
29
日
（
金
）
＝
ヘ
ル
シ
ー

野
菜
の
作
り
方

▽ 

９
月
30
日
（
金
）
＝
暮
ら
し
の

中
の
み
ど
り
〜
里
山
と
親
し
む

〜
▽ 

10
月
28
日
（
金
）
＝
教
養
講
座

〜
食
品
の
機
能
性
〜

▽ 

11
月
25
日
（
金
）
＝
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う

▽ 

12
月
16
日
（
金
）
＝
庭
木
の
せ

ん
定
・
整
枝

※ 

い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

と 

こ
ろ　

府
立
食
と
み
ど
り
の
総

合
技
術
セ
ン
タ
ー
講
堂
（
羽
曳

野
市
尺
度
４
４
２
）

参
加
費　

無
料

講 　

師　

府
立
食
と
み
ど
り
の
総

合
技
術
セ
ン
タ
ー
職
員

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

府
立
食
と
み
ど
り

の
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
企
画
部

企
画
課
（
℡  
０
７
２
９
・
58
・ 

６
５
５
１
）



17.05.01 (16)

く
ら
し

下水道排水設備指定工事店の新規登録
　4月 1日から下水道排水設備指定工事店が新規登録されま
した。
問い合わせ　下水道課

会社名 住　　所 電話番号

紀ノ国住設 寝屋川市高柳 2－ 6－ 5－ 102 827・7220

大晉工業㈱ 東大阪市足代北 1－ 14－ 1　 06・6782・1594

さくら設備 枚方市南中振 1－ 38－ 27　 835・8216

なおる設備 交野市幾野 6－ 2－ 2　　　 894・2508

オクムラ設備 大阪市鶴見区諸口 5－浜 7－ 3 06・6915・1985

雨田組　 交野市星田北 6－ 12－ 11　 891・3575

ケイセイ 寝屋川市成田西町 22－ 3　 833・2525

輝工業 枚方市伊加賀西町 9－ 65－ 105 846・7022

㈲祥耀工業 門真市打越町 9－ 8　　　 883・7756

㈲ニコー設備 堺市東山 900番ジョイビル 201号 072・230・1112

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
交
差
点
」

は
４
月
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
掲
載
に
変
更
し
ま
し
た
。

url:http://w
w
w
.city.kata

no.osaka.jp/kakka/haiki
/kousaten.htm

※ 

ご
家
庭
な
ど
で
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
次
の
施
設
に
無
料

で
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
市
役
所
本
館
２
階

▽
星
田
出
張
所

▽
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

▽
い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

▽
倉
治
図
書
館

▽
青
年
の
家
図
書
室

問
い
合
わ
せ　

廃
棄
物
対
策
課

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
交
差
点
が
変
わ
り
ま
し
た

　

老
人
医
療
証
の
交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、６
月
1
日
か
ら
老
人
医
療（
医

療
費
の
助
成
）
制
度
の
受
給
資
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
医
療
証
の
交
付
申
請
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽ 

６
月
中
に
満
65
歳
に
な
る
人
で

① 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

② 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

16
年
10
月
末
現
在
で
、
す
で
に

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
で

①
市
民
税
非
課
税
世
帯

② 

精
神
保
健
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

結
核
予
防
法
に
該
当
す
る
人

（
患
者
票
所
持
の
人
）

④ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

⑤ 
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

※ 

②
〜
⑤
に
該
当
の
人
は
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

申 　

請　

５
月
25
日
（
水
）
か
ら

国
民
健
康
保
険
課
老
人
医
療
係

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

老
人
医
療
係

　

星
の
ま
ち
観
光
会
議

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

　

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議
で

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｐ
Ｒ
誌
な

ど
に
利
用
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

そ
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

募 

集
形
式　

次
の
①
〜
③
（
組
み

合
わ
せ
可
）
に
関
連
す
る
、
イ

ラ
ス
ト
（
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
場

合
は
、
印
刷
し
た
も
の
）

①
星　

②
天
の
川　

③
織
姫

審 

査
発
表　
「
広
報
か
た
の
」
８

月
１
日
号
で
発
表

※ 

交
野
市
星
の
ま
ち
観
光
会
議
賞

に
選
ば
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

版
権
は
、
同
観
光
会
議
に
帰
属

し
ま
す
。

くらし
　 星のまち観光会議キャラクター募集
　 老人医療証の交付申請
　 春の行政相談週間

子育て
　 離乳食講習会
　 育児教室「 ぽっぽちゃん広場」

  リサイクル情報交差点が変更
  下水道排水設備指定工事店
  保健所だより
  マタニティー教室

※ 

審
査
に
よ
っ
て
は
、
該
当
作

品
な
し
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申 

し
込
み　

５
月
９
日
（
月
）
〜

５
月
27
日
（
金
）
に
は
が
き

ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙
で

〒
５
７
６

－
８
５
０
１　

商

工
観
光
課
ま
で
郵
送
か
、
直
接

持
参

問 

い
合
わ
せ　

同
会
議
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）（
℡
８
９ 

１
・
９
９
５
５
）



(17)17.05.01

～パパとママのための～

マタニティー教室

持ち物　母子健康手帳・筆記用具
申 し込み・問い合わせ　③の予約は 6月 9日（木）
から健康増進課

　母子健康手帳の発行、妊娠の届け出はゆうゆう
センターで受け付けています。各種専門職員が健康
や育児に関する相談に応じています。

と　　き 内　　　　容

① 6月 1日（水）
13:00 ～ 15:40
〈自由参加〉

 「妊婦友達をつくろう！」
　 ▽広げよう！地域の輪
　 ▽先輩ママ・赤ちゃんとの交流
　 ▽赤ちゃんとママのための食事

② 6月 8日（水） 
  9:10 ～ 12:00
〈自由参加〉

 「仲間と一緒に体験しよう！」
　 ▽  赤ちゃんとパパ、ママの歯の教室 
　（透明コップ、歯ブラシ代100円が必要）
　 ▽助産師のなんでもＱ＆Ａ

③6月18日（土）
  9:10 ～ 12:00
〈予約制〉

 「もうすぐパパになる人が主役の教室」
　 ▽育児体験
　 ▽妊婦体験

　

離
乳
食
講
習
会

﹇
ピ
ヨ
ピ
ヨ
講
習
会
﹈

と　

き　

６
月
７
日
（
火
）

　

①
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

　

②
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
2

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

３
〜
６
か
月
（
16
年
12

月
〜
17
年
３
月
生
ま
れ
）
の
乳

児
を
持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

﹇
パ
ク
パ
ク
講
習
会
﹈

と 　

き　

５
月
20
日
（
金
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
3

階　

運
動
療
法
室

対 　

象　

６
〜
15
か
月
（
16
年
２

月
〜
16
年
11
月
生
ま
れ
）
の
乳

幼
児
を
持
つ
保
護
者

定　

員　

先
着
20
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
２
〜

　

育
児
教
室

　
「
ぽ
っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
」

　

今
回
は
、
か
ら
だ
を
使
っ
た
遊

び
を
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
10
日
（
金
）

　

 

① 

４
〜
11
か
月
児　

午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分

　

 

② 

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
児　

午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

定　

員　

①
25
組
②
20
組

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

（
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
の
、
往

信
面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
生

年
月
日
・
月
齢
②
電
話
番
号
③

参
加
回
数
④
６
月
希
望
、
返
信

面
に
①
子
ど
も
の
氏
名
・
住
所

を
記
入
し
、５
月
23
日（
月
）〈
消

印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４　

天
野
が
原
町

５

－

５

－

１　

ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
内　

健
康
増
進
課
「
ぽ

っ
ぽ
ち
ゃ
ん
広
場
６
月
」
係

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

３
枚
、
筆
記
用
具

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

２
日
（
月
）
か
ら
健
康
増
進
課

子
育
て

　

春
の
行
政
相
談
週
間

　

５
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）

の
１
週
間
は
「
春
の
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

　

道
路
・
年
金
・
登
記
・
郵
便
な
ど
、

国
や
公
団
、
公
社
な
ど
の
仕
事
に

関
す
る
こ
と
は
、
お
近
く
の
行
政

相
談
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
市
内
の
行
政
相
談
委
員
〕

▽
堂
野　

孝

　

＝
星
田
２

－

15

－

21

　
（
℡  
８
９
１
・
５
７
９
８
）

▽
大
矢　

揚
一

　

＝
私
部
１

－

１

－

26

　
（
℡  
８
９
１
・
１
１
４
６
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
で
相

談
に
応
じ
る
ほ
か
、
毎
月
相
談
所

を
開
い
て
い
ま
す
。

▽ 

固
定
相
談　

毎
月
第
３
金
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
、
市
役
所
別

館
２
階
相
談
室

▽ 

巡
回
相
談　

毎
月
第
２
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
、
市
内
各
所

※ 

行
政
週
間
中
は
、20
日（
金
）に
、

市
役
所
別
館
２
階
相
談
室
で
相

談
所
を
開
い
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

近
畿
管
区
行

政
評
価
局
行
政
相
談
課
（
℡  

06
・
６
９
４
１
・ 

８
３
５
８
）

か
、
市
広
聴
広
報
課

保健所だより
問い合わせ　四條畷保健所  （℡   878・1021）

事　業　名 実　施　日 受付時間

一般健康相談（有料） 第 1·2·3·4 火曜日  9:30 ～ 10:30
循環器検診 · 肝炎検査

（予約制・有料）第 2·4 火曜日  9:30 ～ 10:30

HIV·梅毒 ·クラミジア検査
（一部有料）第 2·3 火曜日  9:30 ～ 10:30

骨髄ドナー登録
（予約制）第 1·2·3·4 火曜日 10:30

こころの健康相談
（予約制）ゆうゆうセンターで実施

結核相談（予約制） 随時
特定疾患（難病）相談

（予約制）随時

犬の引き取り（要印鑑）
（大型犬は要事前相談）

毎週火・木曜日
手数料 : 1,400円 /匹

 9:00 ～ 12:00
13:00～17:30

飲料水（井戸水）の検査 毎週月・火・水曜日  9:00 ～ 12:00

検便（腸内細菌・寄生虫）毎週月・火・水曜日  9:00 ～ 12:00

室内空気検査（ホルムア
ルデヒドなど）（予約制）随時

 9:00 ～ 12:00
13:00～17:30



17.05.01 (18)

子
育
て

 

   乳幼児の健診と相談
　子どもの発育・発達状態を確認し、心身ともに健やかに成
長されるようお手伝いします。
ところ　ゆうゆうセンター
持ち物　母子健康手帳
申し込み　直接会場
問い合わせ　健康増進課

4 か月児健診 5 月 10 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　16 年 12 月 11 日～ 17 年 1月 10 日生まれの乳児

1 歳 6 か月児健診 5 月 17 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　15 年 10 月生まれの幼児

2 歳 6か月健康スクール 5 月 24 日（火）13:00 ～ 14:00

　対　象　14 年 11 月～ 12 月生まれの幼児

3 歳 6 か月児健診 5 月 11 日（水）13:00 ～ 14:00

　対　象　13 年 10 月生まれの幼児

育児相談 ① 5月 10 日（火）9:30 ～ 10:30
② 5 月 25 日（水）9:30 ～ 10:30

　 身体計測、育児、歯、栄養の相談や遊びの紹介、絵本の読み聞
かせなどを行います。
　対　象　① 0歳児　② 1歳児以上

アトピー教室
とき・内容

▽  第 1 回　6月 2日（木）午後 1時 30分
～ 3時 30分
　・グループワーク
　・おはなし

▽  第 2 回　6月 9日（木）午後 1時 30分
～ 3時 30分
　・おはなし
　・調理実習と試食、交流
と ころ　四條畷保健所 2階　視聴覚室（四
條畷市江瀬美町 1－ 16）

対　象　乳幼児の保護者
定　員　20人
参加費　無料
申 し込み・問い合わせ　5月 31 日（火）
までに同保健所地域保健課（℡ 878・
1021）

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
が

　

育
児
を
応
援
し
ま
す

　

ち
ょ
っ
と
し
た
育
児
の
手
助
け

を
、
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
が
主
催

す
る「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
修
了
し
た
登
録
者
が
、
有
償
で
子

育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

▽ 

病
後
で
保
育
所
へ
行
け
な
い
と
き

▽ 

冠
婚
葬
祭
に
出
席
し
た
い
と
き

▽ 

急
な
残
業
で
保
育
所
へ
子
ど
も

を
迎
え
に
行
け
な
い
と
き

　

な
ど
は
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
を

　

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

　

養
成
講
座

　

子
育
て
の
経
験
や
保
育
士
資
格

を
活
か
し
て
、
子
育
て
を
し
な
が

ら
働
く
人
た
ち
の
手
助
け
を
す
る

「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
活

躍
し
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

６
月
１
日
（
水
）
〜
３

日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

お
年
寄
り
健
康
教
室

対 　

象　

保
育
士
資
格
の
あ
る

人
か
子
育
て
経
験
の
あ
る
人

で
、
３
日
と
も
出
席
で
き
る
人

定　

員　

30
人

受 

講
料　

５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申 

し
込
み　

５
月
16
日
（
月
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
保
育
士
資
格
、
子

育
て
経
験
の
有
無
、
返
信
面
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
〒

５
７
６
－
８
５
０
１　

幼
児

対
策
室
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
係
ま
で

問
い
合
わ
せ　

幼
児
対
策
室

　

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

６
月
１
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
３
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

生
後
３
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

定　

員　

20
組
（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

子育て
　 ミルキィベビー教室
　 保育サポーター養成講座
　 保育サポーターが応援します

健　康
　 6 月の予防接種
　 いきいき健康食生活講座
　 市民健康講座

  アトピー教室
  乳幼児の健診と相談
  オムツ交換台が寄贈されました
  耳より健康コラム

ル
申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

10
日
（
火
）
か
ら
健
康
増
進
課



(19)17.05.01

 

 

　11年から 15年までの間で、熱中症で治療を受けた人は全国で
100 人以上、死亡者は 17人にのぼります。毎年 7月～ 8月に集
中していますが、5月から発生しています。
　熱中症とは体内の水分と塩分がうばわれることで、体温コント
ロールができなくなった状態です。
　熱中症は①大量に汗をかいた際に塩分を補給せず、水分のみを
摂取することで血液の塩分濃度が低下して、身体のあちこちの筋
肉に痛みをともなったけいれんが起こる「けいれん」②水分補給
をせず極度の脱水状態になる「熱疲労」③体の熱が十分発散されず、
熱が体にこもってしまい、体の内部の温度が異常に上昇してしま
うかなり危険な状態の「熱射病」の３つに分類されます。
　のどの渇きを感じたときには、すでにかなりの水分と塩分が失
われています。屋外での作業やスポーツなどをする場合、事前に
まず補給し、運動中は 20 分ごとに水分・スポーツドリンクなど
の塩分と糖分を含んだ飲み物を補給しましょう。
　熱中症は軽い症状から極めて急速に重症になることもあります。
疲労感・頭痛・吐き気は危険信号です。水分をしっかり補給して、
暑い夏を乗り切りましょう。
問い合わせ　健康増進課（e-mail:kenkou@city.katano.osaka.jp）

耳より健康コラム  Vol.13
熱中症を学ぼう

　

市
民
健
康
講
座

　

熱
中
症
を
ふ
せ
ご
う
！

　

５
月
か
ら
熱
中
症
は
発
生
し
て

い
ま
す
。
油
断
せ
ず
、
こ
の
夏
を

乗
り
切
る
た
め
に
予
防
方
法
と
応

急
手
当
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

と 　

き　

５
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と 
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー　

３
階　

展
示
活
用
室

定　

員　

40
人

持
ち
物　

健
康
手
帳

講　

師

▽ 

日
本
赤
十
字
幼
児
安
全
法
指
導

員
▽
健
康
増
進
課
職
員

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

９
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
健

康
増
進
課

　

 

男
性
の
た
め
の
い
き
い

き
健
康
食
生
活
講
座

と 　

き　

５
月
25
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分
と
６
月
１
日

（
水
）・
８
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
午
後
１
時　

３
回
コ
ー
ス

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

や
す
ら
ぎ
の
間

対 　

象　

40
歳
以
上
の
男
性
（
３

回
と
も
参
加
で
き
る
人
）

定　

員　

20
人

費　

用　

１
０
０
０
円（
３
回
分
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

２
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
健

康
増
進
課

　

６
月
の
予
防
接
種

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

と 　

き　

６
月
２
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分（
受
付
）

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

生
後
3
か
月
〜
生
後
6

か
月
未
満

■
ポ
リ
オ

対 　

象　

生
後
３
か
月
〜
７
歳
６

か
月
未
満
（
標
準
と
し
て
生
後

３
か
月
〜
18
か
月
）

接 

種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
２
回

と
き
・
内
容

▽ 

６
月
14
日
（
火
）
＝
１
回
目
お

よ
び
申
込
者

▽ 

６
月
15
日
（
水
）
＝
２
回
目
お

よ
び
申
込
者

▽ 

６
月
16
日
（
木
）
＝
１
・
２
回

目
※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ

る
と
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
）

※ 

ひ
き
つ
け
を
起
こ
し
た
こ
と
の

あ
る
人
や
、
疾
患
な
ど
で
定
期

的
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
い

る
人
は
、
主
治
医
と
相
談
の
う

え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
本
脳
炎

　

個
別
接
種
と
な
り
ま
す
。
取

り
扱
い
の
医
療
機
関
で
予
約
の
う

え
、
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
「
わ
が
家
の
健
康

管
理
」
と
、「
予
防
接
種
手
帳
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
に

オ
ム
ツ
交
換
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

健　

康

　

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
創
立
１
０
０
周
年
事
業

と
し
て
、
交
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
ゆ

う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
へ
、
オ
ム
ツ
交
換
台
が
２

台
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
既
存
の
分
と
合
わ
せ
て
、
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
の
オ
ム
ツ
交
換
台
は
３
台
に
増

え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※ 

損
害
賠
償
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
財

団
大
阪
事
務
所
（
℡  
06
・
６
９ 

４
６
・
２
０
２
０　

月
〜
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）
か
、

市
幼
児
対
策
室



17.05.01 (20)

7 月の集団健診（ゆうゆうセンター実施）の募集　　　申し込み・問い合わせ　5 月 20日（金）午前 9時から健康増進課
と　き 健（検）診名 定員 健（検）診結果 対象 · 健（検）診内容 費　用

  6 日（水） 総合健診 A

各70人

結果説明会

40 歳以上の市民
　・基本健康診査
　・B型・C型肝炎ウイルス検査（血液検査）
　　①  17 年 4 月～ 18 年 3 月に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60

歳・65 歳・70 歳になる人
　　②過去に肝機能異常を指摘された人
　　③ 手術や出産時等に多量に出血し、定期的に肝機能検査を受

けたことがない人
　※ 肝機能のことで治療中の人、肝炎ウイルス検査を受けたこと

がある人は除きます。
　・胃がん検診  ・大腸がん検診  ・子宮がん（頸部）検診
　・肺がん検診　　胸部レントゲン
　　　　　　　　　喀痰検査（ハイリスク者のみ）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・乳がん検診　　A : マンモグラフィー＋視触診　
　　 （AかBいずれか）　　 （40 歳以上の奇数年生まれの市民）
　　　　　　　　　B : 視触診
　・骨粗鬆症検診
　・結核検診（胸部レントゲン）（65 歳以上の人）

800 円
1,000 円

各 500 円
400 円
500 円
1,000 円
2,000 円

400 円
1,000 円
無料

21 日（木） 総合健診 B 郵　送

13 日（水） 女性総合健診 郵　送

☆下線の検診については、対象がありますので注意してください。
☆基本健康診査は必須で、他のがん検診などは選択できます。

13日（水）・21日（木）39 歳以下の市民健診 15人 郵 送 16 歳～ 39 歳の市民　・基本健康診査 800 円

  6 日（水）
13日（水）
21日（木）

子宮がん検診（頸部） 25 人 郵 送 20 歳以上の市民　　  ・子宮頸部細胞検査 500 円
乳がん視触診検診 10 人 検診当日 30 歳以上の市民　　  ・視触診 400 円
乳がんマンモグラフィー検診 15 人 郵 送 40 歳以上の奇数年生まれの市民  ・マンモグラフィー＋視触診 2,000 円
骨粗鬆症検診 20 人 検診当日 18 歳以上の市民　　  ・踵骨超音波骨密度測定 1,000 円

※ 費用免除：①満 70歳以上の人②生活保護世帯・市民税非課税世帯の人（健康増進課まで申し出ください。ただし、個別受診される②
に該当する人は、無料受診券を渡します）

※健（検）診の詳細は、「わが家の健康管理」をご覧ください。
※ 市内の医（病）院で受診する場合：市健康診査実施医療機関に直接予約し、受診してください。なお、市健康診査実施医療機関では、乳
がん検診・骨粗鬆症検診は実施していません。

 
　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
講
座

と 　

き　

６
月
３
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

多
目
的
ホ
ー
ル

内 　

容　
「
心
を
元
気
に
！
」
〜

よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
た
め
に

〜
が
テ
ー
マ
の
講
演
会

講 　

師　

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

太
田
奈
つ
江
さ
ん

対　

象　

市
民

参 

加
費　

５
０
０
円
（
65
歳
以
上

は
無
料
）

主 　

催　

交
野
市
介
護
支
援
専
門

員
協
会

後 　

援　

市
基
幹
型
在
宅
介
護
支

　

動
脈
硬
化
予
防
教
室

　

〜
血
管
年
齢
若
返
り
の 

コ
ツ
を
教
え
ま
す
〜  

　

人
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る

ー
と
言
わ
れ
ま
す
。動
脈
硬

化
を
抑
え
、
血
管
を
若
々
し
く
保

つ
コ
ツ
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

６
月
10
日
（
金
）
午
後

1
時
〜
３
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

３
階　

展
示
活
用
室

対 　

象　

70
歳
未
満
で
、
高
血
圧

や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
の
薬
を

飲
ん
で
い
な
い
人
、
ま
た
は
そ

の
家
族
で
、
左
表
に
あ
て
は
ま

る
人

定　

員　

30
人

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

電
卓
、
健
康
手
帳
、
筆

記
用
具
、
最
近
の
血
液
検
査
の

結
果

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５

月
17
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら

健
康
増
進
課

血　圧
　　収縮期が 140 ～ 159mmHg
　　拡張期が 90 ～ 99mmHg
総コレステロール値
　　200 ～ 239mg/dl
　　（50 歳以上の女性は 220 ～ 259mg/dl）
 中性脂肪
　　200 ～ 299mg/dl
 ヘモグロビン A1c
　　5.5 ～ 6.1％

援
セ
ン
タ
ー

申 
し
込
み　

当
日
直
接
会
場

問 
い
合
わ
せ　

同
協
会
事
務
局

（
℡
８
９
３
・
１
５
２
０
）
か
、

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
（
℡
８
９
４
・
３
３
２
５
）

健　

康

子育て
　 心とからだの健康講座
　 動脈硬化予防教室

  7 月の集団健診



(21)17.05.01

　
「
こ
ん
に
ち
は
〜
、
た
だ
い
ま
！
」

－

明
る
く
元
気
な
声
で
挨
拶
す
る
星
田
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
、「
お
か
え
り
！
気
を
つ

け
て
ね
」
と
、
優
し
い
声
を
か
け
る
の
は
、

南
星
台
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
。
青
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
背
中
に
は「
防
犯
・

環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
☆
☆
南
星
台
」
の
文
字
。

　

４
月
８
日
（
金
）
の
新
学
期
か
ら
南
星
台

地
区
の
通
学
路
で
、
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
見
守
る
「
通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

始
業
式
の
あ
っ
た
８
日
の
朝
、

星
田
８
丁
目
・
全
現
堂
池
そ
ば
の

交
差
点
に
、
区
長
の
中
村
正
三
さ

ん
ら
を
訪
ね
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

始
め
た
動
機
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ｑ 　

こ
の
「
通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル
」

と
は
、ど
の
よ
う
な
活
動
で
す
か
。

Ａ 　

南
星
台
地
区
で
ビ
オ
ト
ー
プ
作
り
や
不

法
投
棄
の
監
視
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
南
星
台
ホ
タ
ル
の

里
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
約

20
人
が
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
毎

日
、
交
代
で
子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
、
通
学
路
を
一
緒
に
帰
る
と

い
う
も
の
で
す
。
ル
ー
ト
は
、
星
田
小
学

校
か
ら
ス
ー
パ
ー
ニ
ッ
コ
ー
横
、
バ
イ
パ

ス
信
号
交
差
点
を
へ
て
南
星
台
地
区
ま
で

で
す
。

Ｑ 　

４
月
よ
り
前
か

ら
始
め
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す

が
。

Ａ 　

２
月
の
寝
屋
川

の
事
件
を
キ
ッ

カ
ケ
に
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
組
織

的
な
も
の
で
は
な

く
て
、
１
か
月

ほ
ど
有
志
で

や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
20
人
ほ

ど
集
ま
っ
た
の

で
、
４
月
か
ら

委
員
会
と
し
て

始
め
る
こ
と
に

し
た
ん
で
す
。

と
り
あ
え
ず
は

１
学
期
の
終
わ

る
ま
で
の
期
間

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
に
何
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

Ａ 　

最
初
は
警
戒
心
が
強
く
て
、
声
を
か
け

て
も
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
学

校
で
、
そ
う
教
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
仕
方

の
な
い
こ
と
で
す
が
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん

子
ど
も
た
ち
か
ら
打
ち

解
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
て
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
よ
。
長
い

間
、
接
触
し
て
い
る
う

ち
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

Ｑ 　

子
ど
も
た
ち
と
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
話
す
の

で
す
か
。

Ａ 　

信
号
待
ち
の
時
と
か
歩
き
な
が
ら
だ
か

ら
、
簡
単
な
会
話
で
す
よ
。「
何
年
生
？
」

と
か
「
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
る
の
？
」「
新

学
期
は
、
ど
ん
な
本
を
も
ら
っ
た
の
？
」

と
か
。

Ｑ　

何
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 　

あ
る
時
、
私
服
で
歩
い
て
い
た
ら
「
○

○
さ
ん
！
」
っ
て
呼
ば
れ
ま
し
て
ね
。

パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
に
ぶ
ら
下
げ
て
る
名
札

を
ち
ゃ
ん
と
見
て
覚
え
て
く
れ
て
る
ん
で

す
ね
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

 　

雨
の
日
に
、
荷
物
が
重
い
か
ら
「
持
っ

て
く
れ
る
？
」
と
頼
ら
れ
た
り
、
警
察
官

や
通
り
が
か
り
の
車
の
中
か
ら
知
り
合
い

が
「
ご
苦
労
さ
ん
」
と
声
を
か
け
て
く
れ

た
り
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 　

最
後
に
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
。

Ａ 　
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
が
守
る
」

と
い
う
合
い
言
葉
を
も
と
に
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

 

広
聴
広
報
課
（
℡  
８
９
２
・ 

０
１
２
１
）

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル Vol.11

おしゃべりしながらの下校

パトロールの様子

背中には南星台のロゴ
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きれいな川でお花見を
　3月 13 日（日）、小学生を含む市民 76 人が参加
して、よい環境・綺麗なまちづくりの会（橋本安史
会長）が、毎年恒例となった免除川の清掃を行いま
した。
　川の中や堤防、遊歩道に分かれて 1時間ほど清掃、
単車 1台をはじめ、自転車 5台、ごみ袋で 60袋分
のごみが拾われました。
　参加した子どもたちは「ごみがこんなにたくさん
あるんだ」とびっくりしていました。

食べて老化予防
　3月 18 日（金）、ゆうゆうセンターで在宅介護支援
センター天の川主催の介護予防教室「食べて老化予防」
の調理実習が開かれ、市民 16人が参加しました。
　管理栄養士の西田和美さんの指導で、牛ひき肉とコ
ンニャクなどでつくる「コンニャクバーグ」などをつ
くり試食しました。
　また、講義では「朝食を毎日きちんと食べないと将
来生活習慣病になる確率が高くなる」などの話があり、
参加者たちは熱心に話を聞いていました。

スリランカの子どもたちに自転車を
　4月3日（日）、ゆうゆうセンターでサイクルエイド・チャリ
ティー・コンサートが開催され、約140人の観客が集まりました。
　このコンサートは学校が遠く、通学が困難なスリランカの子
どもたちに自転車を贈る趣旨のコンサートで、今回で第6回
目をむかえました。
　コンサートの前に、交野在住のスリランカ人パンドゥラ・ム
ナシンハさんから「日本では中古の自転車ですが、スリランカ
の子どもたちはとても助かってます」とあいさつがあり、観客
からは大きな拍手がおくられていました。

西行法師の墓と芭蕉句碑を訪ねて
　3月 24日（木）、市民教養講座第 1部〝雨月物語を読
む〟の受講者 30人がバスツアーを楽しみました。
　〝願わくは花の下にて春死なむ　そのきさらぎの望月
のころ〟と詠んだ西行法師の墓がある弘川寺（南河内郡
河南町）や、松尾芭蕉の句碑がある綿弓塚（奈良県葛
城市）などを訪れ、梅や桃などの花が咲く里での一日
を楽しみました。

AA L BB U M
あ る ば む
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上の山遺跡現地説明会
　3月 6日（日）、第二京阪道路の建設にともなう発
掘調査で見つかった私部西 5丁目と枚方市茄子作南
町にまたがる上の山遺跡で、発掘現地説明会が行わ
れ、多くの考古ファンでにぎわいました。
　今回の調査では、弥生時代中期前半（約2,200年前）
の大型堀立柱建物跡 1棟が見つかりました。
　「建物の柱穴が大きくて深いことなどから、かなり
高くて立派な屋根をもつ象徴的な建物であったと考
えられています」などの説明に見学者たちは古代に
想いをめぐらせていました。

ふれあいリビング梅の郷
　3月 13日（日）、梅が枝住宅第 1集会所で関係者
35人が出席し、「ふれあいリビング梅の郷」のオー
プンセレモニーが開かれました。
　この施設は、自宅にこもりがちな高齢者たちが、
世代を超えて交流を図る場所としてつくられたもの
で、当分は火・金・日曜日の週 3回、喫茶コーナー
が開かれます。
　「梅の郷」という名前は、梅が枝（梅）をふるさと
（郷）とする人が多いことから名付けられました。

交野山に登ったよ
　3月 10 日（木）、倉治保育園の卒園記念行事と
して交野山山頂までの登山が行われ、園長先生や
交野里山ゆうゆう会のみなさんに引率された園児
38人が、元気に往復約 7㌔の山道を歩きました。
　お互いに助け合いながらの登山は、園児たちに
とって自信と良い思い出になりました。

ブンブン劇場　春のスペシャル
　3月 25 日（金）、倉治図書館で子どもを対象にし
た人形劇が行われ、120 人の児童や園児たちでにぎ
わいました。
　パネルシアター「りんごがひとつ」や人形劇「はる
がきた」を劇団「おい～で」のみなさんが演じ、かわ
いい人形の動きに子どもたちは、目を大きく開いて見
とれていました。
　倉治図書館では、このほかに毎月第 2・4水曜日午
後 3時 30分から 4時までお話し会を行っています。

AA L BB U M
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～竜王山まで一直線～

星のまち歴史散歩

　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
ス
タ
ン
ド
か
ら
交
野
三
山

（
交
野
山
・
旗
振
山
・
竜
王
山
）

の
素
晴
ら
し
い
山
並
み
が
一
望
で

き
ま
す
。

　

今
回
は
そ
ん
な
眺
め
の
良
い

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野
か
ら
寺
地

区
、
か
い
が
け
の
道
を
通
り
、
三

山
の
一
つ
竜
王
山
山
頂
ま
で
歩
き

ま
し
た
。

寺
地
区

　

弥
生
時
代
、
寺
の
集
落
は
交
野

高
校
の
北
側
か
ら
い
き
い
き
ラ
ン

ド
付
近
、
小
字
名
を
「
い
ま
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。

稲
作
を
中
心
と
し
た
集
落
で
、
当

時
は
村
の
名
を
「
て
る
は
」
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
太
陽
が
昇
り
、

木
の
葉
に
日
が
射
す
所
と
い
う
意

味
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
古
墳
時
代
に
な
る
と
、

大
陸
か
ら
竜
王
山
の
ふ
も
と
に
渡

来
人
が
や
っ
て
き
て
、
製
糸
や
機

織
り
な
ど
の
新
し
い
技
術
や
文
化

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
村
の
名

は「
は
た
や
ま
村
」と
呼
び
ま
し
た
。

　

当
時
、
進
ん
だ
機
織
り
の
技
術

で
生
産
し
た
糸
は
高
級
品
で
、
そ

の
た
め
こ
の
村
を
支
配
す
る
豪
族

は
か
な
り
の
力
を
持
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

寺
の
周
囲
に
多
数
の
横
穴
式
古

墳
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
繁

栄
ぶ
り
が
う
か
が
え
え
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
繁
栄
も
長
く
は
続
か

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

竜
王
山
一
帯
は
風
化
し
た
花

こ
う
岩
で
で
き
て
い
て
、
大
雨
に

な
れ
ば
崖
く
ず
れ
や
川
の
は
ん
ら

ん
、
土
石
流
な
ど
で
「
は
た
や
ま

村
」
と
「
て
る
は
」
も
土
砂
に
埋

ま
り
、
生
活
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
山
裾
に
安
全
を
求

め
て
移
り
住
ん
だ
場
所
が
現
在
の

寺
の
集
落
で
す
。

　

土
砂
に
埋
ま
る
土
地
に
は
住
め

な
い
（
い
ま
い
）
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
小
字
名
が
「
い
ま
い
」
と
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
野
車
塚
古
墳
群

　

交
野
・
久
御
山
線
を
越
え
て
南

川
沿
い
に
昭
和
49
年
に
開
校
し
た

府
立
交
野
高
校
が
あ
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
こ
の
土
地
に
車
塚
と

呼
ば
れ
る
台
地
が
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
台
地
に
埋
蔵
文
化
財
が
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
み
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
高
校
の
建
設
に
先
立
ち
、

試
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
盛

り
土
の
中
央
部
か
ら
木
棺
を
直
接

埋
葬
し
た
と
み
ら
れ
る
跡
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
付
近
の
土
に
は
木

棺
に
塗
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

朱
色
（
ベ
ニ
ガ
ラ
）
が
付
着
し
て

お
り
、
そ
ば
か
ら
は
筒
形
銅
器
、

巴
形
銅
器
の
副
葬
品
が
出
土
し
ま

し
た
。

　

こ
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
高

校
建
設
用
地
の
全
面
調
査
が
始
ま

り
、「
日
の
丸
古
墳
」
を
は
じ
め

と
す
る
数
基
の
古
墳
を
確
認
し
、

こ
れ
ら
を
「
交
野
車
塚
古
墳
群
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

寺
古
墳
群
・
塚
穴
古
墳

　

寺
古
墳
群
は
竜
王
山
の
ふ
も
と

に
あ
る
12
基
か
ら
な
る
古
墳
群
で

す
。

　

塚
穴
古
墳
は
寺
古
墳
群
の
ほ
と

ん
ど
が
全
壊
す
る
中
、
市
内
で
唯

一
原
型
を
残
す
、
最
も
保
存
状
態

の
良
い
古
墳
で
す
。

　

東
西
12
㍍
、
南
北
11
㍍
前
後
の

方
形
墳
で
、
西
に
開
い
た
横
穴
式

石
室
は
片か
た
そ
で
し
き

袖
式
と
よ
ば
れ
る
形
式

を
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
お
り
、
副

葬
品
な
ど
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
よ
り
よ
い
形
で
保
存
し
、
こ

れ
か
ら
の
発
掘
調
査
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

現在の寺集落と「いまい」付近

▲筒形銅器

塚穴古墳

▲巴形銅器
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私
が
大
阪
人
と
し
て
一
番
み
っ
と
も
な
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
現
職
の
知
事
が
選
挙
運
動
中

に
、
車
内
で
女
性
運
動
員
の
体
を
さ
わ
り
、
告

発
さ
れ
て
失
脚
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

多
額
の
費
用
を
か
け
て
、
府
民
全
員
に
み
そ
ぎ

と
い
え
る
み
っ
と
も
な
い
再
選
挙
が
行
わ
れ
、

結
果
は
大
阪
に
女
性
知
事
さ
ん
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

私
が
親
か
ら
教
え
ら
れ
た
し
つ
け
言
葉
で
、

今
も
強
く
残
っ
て
い
る
の
が
「
み
っ
と
も
な
い

こ
と
を
す
る
な
」
で
し
た
。

　

み
っ
と
も
な
い
は
〝
見
と
う
も
な
い
〞
を
憤

り
を
こ
め
て
強
く
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の

よ
う
な
言
葉
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
意
味
は
、

「
人
に
悪
い
印
象
を
与
え
て
見
苦
し
い
。
恥
ず

か
し
い
と
思
え
」
で
、心
の
い
や
し
さ
を
諭
し
、

正
し
い
心
づ
か
い
を
悟
ら
せ
る
言
葉
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
、
昔
の
見
せ
し

め
の
刑
と
は
こ
ん
な
こ
と
だ
と
、
金
や
色
の
欲

に
ま
ひ
し
た
人
が
、
顔
が
見
え
な
い
ほ
ど
深
々

と
頭
を
下
げ
た
姿
や
、
頭
か
ら
覆
い
を
か
ぶ
せ

ら
れ
た
人
の
姿
な
ど
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
み
っ
と
も
な
い
こ
と
は
こ
れ
だ
と
親
の
言

葉
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

昔
は
人
の
道
を
は
ず
れ
た
こ
と
を
す
る
と
、

親
の
恥
、
家
族
の
恥
、
一
族
の
恥
、
仲
間
の
恥
、

郷
土
の
恥
と
さ
れ
、
周
り
の
人
ま
で
責
任
が
及

び
ま
し
た
。
し
つ
け
の
原
点
は
〝
恥
を
知
れ
〞

に
あ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

シリーズ交野のこ
と
ば第 11 話　「みっともない」

交
野
市
古
文
化
同
好
会

会
長　

井
戸
桂
二

か
い
が
け
地
蔵

　

寺
地
区
の
住
吉
神
社
か
ら
奈
良

へ
抜
け
る
道
を「
か
い
が
け
の
道
」

と
言
い
ま
す
。
谷
を
切
り
開
い
て

つ
く
っ
た
道
で
、「
峡
崖
道
」
と

書
き
ま
す
。

　

こ
の
道
の
途
中
に
は
柳
谷
、

愛あ
た
ご
だ
い
ご
ん
げ
ん

宕
大
権
現
、
石
清
水
八
幡

宮
、
二
月
堂
、
能
勢
妙
見
と

伏ふ
し
お
が
み

拝
神
の
石
碑
が
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
拝
み
な
が
ら
登
り

き
っ
た
と
こ
ろ
に
台
地
状
に
な
っ

た
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
か
い

が
け
地
蔵
」
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
地じ
ぞ
う
そ
ん
し
ど
う
し
ゅ
う
ぜ
ん
き
ふ
ち
ょ
う

蔵
尊
祠
堂
修
繕
寄
付
帳
」

（
明
治
25
年
9
月
）
に
よ
る
と
、

こ
の
地
蔵
は
歯
痛
患
者
を
助
け
、

円
満
幸
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

竜
王
山

　
「
か
い
が
け
地
蔵
」
か
ら
少
し

登
る
と
、
左
側
に
竜
王
社
の
登
り

口
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
居
の
右
前
の
標
石
に
は

「こ
れ
よ
り
み
ど
り
ご
や
ま
り
ゅ
う
お
う
し
ゃ
さ
ん
ち
ょ
う

従
是
嬰
児
山
竜
王
社
三
丁
」

と
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
竜

王
山
の
こ
と
を
嬰み
ど
り
ご
や
ま

児
山
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

付
近
に
は
「
乳お
ち
ご
だ
に

母
谷
」「
溺
い
ば
り
だ
に
谷
」

「
地
獄
谷
」
な
ど
暗
い
地
名
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

山
頂
付
近
が
お
祭
り
の
場

で
、
一
段
高
く
な
っ
た
広
場
に
竜

王
石
、
そ
の
北
側
に
雨
ご
い
岩
が

あ
り
ま
す
。

　

天
長
２
年
（
８
２
５
）
干
ば
つ

に
よ
る
村
人
た
ち
の
苦
し
み
が
天

上
に
達
し
、
弘
法
大
師
に
雨
が
降

る
よ
う
祈
ら
せ
た
の
が
山
頂
の
竜

王
石
で
す
。
そ
れ
以
来
、
ふ
も
と

の
村
で
は
干
ば
つ
の
た
び
、
雨
ご

い
に
参
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
山
頂
に
は
他
に
も
雷
神

が
小
便
を
か
け
て
穴
が
あ
い
た
と

い
わ
れ
る
「
い
ば
り
石
」
な
ど
大

岩
が
多
く
あ
り
、
修
験
者
が
こ
も

っ
た
岩が
ん
く
つ窟
も
残
っ
て
い
ま
す
。

「
竜
王
山
は
雨
の
神
」

「
雷
神
が
小
便
か
け
た
い
ば
り
石
」

（「
交
野
郷
土
史
か
る
た
」
よ
り
）

　

か
い
が
け
の
道
は
伊
勢
参
宮
や

大
峯
の
霊
場
へ
人
々
を
急
が
せ
、

中
世
の
熊
野
路
と
も
い
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

か
い
が
け
地
蔵
あ
た
り
で
ち
ょ

っ
と
休
憩
を
し
、
山
桃
の
古
木
の

下
で
当
時
を
振
り
返
っ
て
み
る
の

も
良
い
も
の
で
す
。

かいがけ地蔵
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私
は
、
こ
の
本
を
か
り
る
時
、
最
初

の
こ
の
文
を
読
ん
で
、
と
て
も
興
味

を
も
ち
ま
し
た
。

　

平
和
っ
て
ね
…
…
。

　

 

い
つ
も
家
ぞ
く
い
っ
し
ょ
に
く
ら

せ
て
、

　

 

食
べ
も
の
、の
み
も
の
が
十
分
あ
っ

て
…
…
。

　

 

勉
強
が
で
き
て
、あ
そ
べ
て
…
…
、

　

 

え
え
、で
も
、そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

　

と
に
か
く
、な
に
よ
り
も
、

　

恐
怖
が
な
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
、
十
二
才
の
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
男
の
子
が
書
い
た
文
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
物
語
で
戦
争
の
お
そ

ろ
し
さ
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
は
亡
く
な
り
、姉
の
ス
ー

ン
も
、
チ
ア
が
見
て
い
た
夢
の
中
の

白
い
ぞ
う
が
助
け
に
来
て
く
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
来
て
く
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

お
母
さ
ん
は
、
銃
で
う
た
れ
て
、
目

を
あ
け
た
ま
ま
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。弟
の
フ
ァ
ン
も
、首
を
う
た
れ
て
、

死
に
ま
し
た
。家
族
で
チ
ア
一
人
だ
け

が
、生
き
残
っ
た
の
で
す
。

　

も
し
も
こ
の
時
の
チ
ア
が
私
だ
っ

た
ら
、
泣
い
て
、
死
ん
で
い
る
家
族
か

ら
、
は
な
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。で
も
、
そ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
た
ら
、
き
っ
と
私
も
、
殺
さ
れ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

チ
ア
は
、
生
き
る
た
め
に
ま
た
歩

き
だ
し
た
の
で
す
。戦
争
し
て
い
る
国

の
人
は
み
ん
な
、
自
分
の
命
を
守
る

た
め
に
精
一
杯
な
の
で
す
。「
助
け
て
」

と
言
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
と
、
地

ら
い
を
ふ
み
、
自
分
の
命
も
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

　

今
、
日
本
は
平
和
だ
け
ど
、
ニ
ュ
ー

ス
や
テ
レ
ビ
で
、
よ
そ
の
国
が
戦
争

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
日
本
に
も
、

い
き
な
り
ば
く
だ
ん
が
落
ち
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
私
は
、
と
て
も
不

安
に
な
り
ま
す
。世
界
中
が
、
安
心
し

て
く
ら
せ
る
時
代
が
き
て
ほ
し
い
で

す
。そ
の
た
め
に
、
私
も
世
界
中
の
人

た
ち
と
仲
よ
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
こ
の
作
文
は
、
５
年
生
の
と
き
の

も
の
で
す
）

人権作文
〈心の窓〉

fi le.162

「やせっぽちのチア」
～カンボジアの少女
の記録～を読んで

児　童　書

たのしい川べ

ケネス・グレーアム作
石井桃子訳  岩波書店

　－日光はモグ
ラの毛にあたたかく
あたってそよ風が汗
ばんだひたいをなでていきます。
そして長い間の地下室生活でに
ぶくなってしまったモグラの耳
には、楽しい鳥たちの歌がまる
でさけび声のように聞こえまし
た－
　この本は、モグラや川ネズミ、
ひきガエルやアナグマなど自然
の中に生きるささやかな動物た
ちがたくさん登場します。そして
作者の動物たちにそそぐ深い愛
情を感じ取ることができます。
　動物たちが口をきく事も、人
間との関わりの中で次々と難事
件を解決していく様も、それは
とっても自然です。何の不思議も
なくすっかりこの世界で遊んで
しまうこの本の魅力に楽しいひ
とときを過ごせました。

かたの子ども文庫連絡会　森永誓子

図書だより

長宝寺小 6 年

伊
い と う

藤　加
か な

奈さん

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書
発明・発見の大常識
　板倉聖宣監修　ポプラ社
リュック、コンクールへいく　
　いちかわなつこ　ポプラ社
サングラスをかけた盲導犬
　手島悠介　岩崎書店
くまざわくんのたからもの
　きたやまようこ　あかね書房
はくしゅぱちぱち
　中川ひろたか　ひかりのくに
むしのうんこ
　伊丹市昆虫館編　柏書房
恐竜ティラノサウルス大図解
　黒川みつひろ　小峰書店

人生を豊かにする日本語
　谷沢永一　幻冬舎
おしゃれなスクラップブッキング
　本橋涼　長崎出版
人生相談「ニッポン人の悩み」
　池田知加　光文社
ブランドと百円ショップ
　堺屋太一　朝日新聞社
民営化という虚妄
　東谷暁　祥伝社
やっぱり英語をしゃべりたい！
　中尊寺ゆつこ　祥伝社
黄昏に歌え
　なかにし礼　朝日新聞社
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市民Ｑ＆Ａ　　は～い！こちらは広報です 今回のテーマ「ハイキングコース」

　
「
ま
た
や
見
む
か
た
野
の
み
野
の
桜
か
り

　

花
の
雪
散
る
春
の
あ
け
ぼ
の
」（
新
古
今

和
歌
集
）
と
う
た
わ
れ
た
交
野
の
桜
も
先
日

の
花
散
ら
し
の
雨
と
風
で
終
わ
り
を
む
か
え

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
花
見
は
堪
能
さ
れ
ま

し
た
か
。

　

さ
て
、
今
年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が

始
ま
り
ま
し
た
。
企
業
に
よ
っ
て
は
、
14
連

休
の
と
こ
ろ
も
あ
る
と
の
こ
と
、
う
ら
や
ま

し
い
で
す
ね
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
話
題

は
、
や
は
り
〝
自
然
の
叡え

い
ち知

〞
を
テ
ー
マ

と
し
て
３
月
25
日
（
金
）
か
ら
始
ま
っ
た

「
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会　

愛
・
地

球
博
」
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
地
球
博
の
カ
ナ
ダ
館
で
、
４
月
13
日

（
水
）、
姉
妹
都
市
の
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
デ
ー

が
開
催
さ
れ
、
私
も
姉
妹
都
市
協
会
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

戦
後
60
年
、
わ
が
国
は
経
済
的
に
も
物
質

的
に
も
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
間
、
世
界
規
模
で
の
資
源
の
大
量

消
費
や
乱
開
発
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
球
の
環

境
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
に
生
き
る
す
べ
て
の
命
あ
る
も

の
に
と
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
存

で
き
る
星
と
し
て
、
存
続
し
て
い
け
る
た
め

に
、
私
た
ち
は
今
、
知
識
、
技
術
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
結
集
し
、
社
会
シ
ス
テ
ム
を

再
構
築
し
、
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
考
え
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
も
地
球
環
境
の
保
全
と
真
の
循

環
型
社
会
に
向
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
施
策
を
展
開

し
、
実
践
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
い
、
こ
こ
数
年
来
続
け
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
、
環
境
問
題
の
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
か
ら
、
多
く
の
個
人
、
グ
ル
ー
プ
が
ご

参
加
を
い
た
だ
い
て
、「
か
た
の
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
５
月
15
日
（
日
）
発
足
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
一
つ
に
な
っ

て
、
環
境
を
考
え
、
暮
ら
し
を
変
え
る
運
動

を
広
げ
て
い
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
は
桜
か
ら
新
緑
へ
と
進
ん
で
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
朝
晩
は
冷
え
込
み
ま
す
。
健

康
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

さいくる
とーく

　　中田仁公

其の10

市長の

Ｑ 　

行
楽
の
季
節
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

家
族
で
ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
交
野
で
良
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
名
所

な
ど
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｙ
さ
ん

Ａ 　

交
野
に
は
数
々
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
あ
り
、
代
表
的
な
コ
ー
ス
と
し
て

は
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

ハ
イ
カ
ー
の
中
に
は
各
コ
ー
ス
を
組

み
合
わ
せ
て
ま
わ
る
人
も
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

① 

石
仏
の
道
ー
交
野
山
ー
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
コ
ー
ス

② 

か
い
が
け
の
道
ー
府
民
の
森
く
ろ
ん
ど

園
地
コ
ー
ス

③ 

傍
示
の
里
ー
府
民
の
森
く
ろ
ん
ど
園
地

コ
ー
ス

④
府
民
の
森
ほ
し
だ
園
地
内
コ
ー
ス

　

 　

な
か
で
も
④
の
コ
ー
ス
は
、
大
阪
市

立
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
や
、
い
わ

ふ
ね
自
然
の
森
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
セ
ン

タ
ー
（
星
の
里
い
わ
ふ
ね
）
と
い
っ
た

施
設
も
近
く
に
あ
る
ほ
か
、
園
地
内
に

は
、「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
と
呼
ば
れ
る

長
さ
２
８
０
㍍
、
高
さ
50
㍍
も
の
大

き
さ
の
有
名
な
つ
り
橋
が
あ
り
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
人
気
の
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

紹
介
し
た
コ
ー
ス
は
、
市
の
施
設
に

置
い
て
あ
る
「
市
民
の
し
お
り
」
に
、

簡
単
な
地
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）
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法律相談=市民に限る=（弁護士）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人（予約制）
夜間法律相談＝市民に限る＝（弁護士）
　26日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人（予約制）
　 【法律相談、夜間法律相談の予約は相談日の1週間前（休
日の場合はその翌日）の9時30分から電話で広聴広報
課（℡ 892・0121）】
登記相談（司法書士・土地家屋調査士）
　11日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　14日（土）倉治図書館、20日（金）市役所別館
　いずれも13時～16時
年金なんでも相談（社会保険労務士）
　 24日（火）13時～16時、市役所別館
行政書士市民無料相談（行政書士）
　25日（水）13時～15時、市役所別館
※問い合わせ　広聴広報課（℡ 892・0121） 心身障害者福祉相談（身体・知的障害者相談員）

　 第3水曜日〈知的・身体障害〉13時～16時、ゆうゆうセンター
身体障害者・知的障害者・精神障害者でんわ相談
　（社会福祉士、精神保健福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～ 17時15分、障害福祉係
でんわ高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士）
　 毎日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆうセンター
内基幹型在宅介護支援センター（℡ 894・3325）

精神障害者地域生活相談センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日　10時～16時、ゆうゆうセンター
障害者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　 毎週火曜・木曜日10時～16時、ゆうゆうセンター
※ 問い合わせ　福祉サービス課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　6日（金）と20日（金）13時30分～15時、青年の家
　10日（火）と24日（火）10時～11時30分、ゆうゆうセンター
でんわ健康相談（保健師・栄養士）
　 毎日9時～正午と13時～17時15分（℡ 893・
6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日9時～正午と13時～17時15分、ゆうゆ
うセンター　事前に連絡してください。
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

消費者相談（消費生活専門相談員）
　 毎日9時30分～正午と13時～16時、市役所本館2
階（℡891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月曜日13時～16時と水曜・金曜日10時～
正午と13時～16時、市役所本館2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　 毎週水曜日14時～16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第3木曜日13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡892・0121）

女性相談（女性相談員）
　 12日（木）10時～12時30分、市役所別館、定員3人（予
約制）、予約は電話で人権政策室（℡ 892・0121）
人権相談（人権擁護委員）
　19日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権相談（人権相談員）
　 毎日10時～正午と13時～16時、市役所本館２階
※問い合わせ　人権政策室（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　 毎日10時～16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
こども相談（家庭児童相談員）
　 毎日10時～17時15分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
育児相談（主任保育士・園長）
　毎週火・水・木曜日13時～15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも13時～15時
※問い合わせ　各幼児園

資源ごみ　月 1回
　ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分
　までに各ステーションへ出してください。
空缶・空ビン・
ナベ・乾電池など 　 収 集 地 区 　

新聞紙・雑誌・
段ボールなど

5月  4 日
（第 1水曜）

私部・私部南・私部西・青山・
向井田・私市・私市山手

5 月 11 日
（第 2水曜）

5 月 11 日
（第 2水曜）

星田・星田北・星田西・南星台・
妙見坂・妙見東・星田山手

5 月 18 日
（第 3水曜）

5 月 18 日
（第 3水曜）

幾野・倉治・東倉治・神宮寺・寺・
寺南野・森北・森南・傍示

5 月 25 日
（第 4水曜）

5 月 25 日
（第 4水曜）

郡津・梅が枝・天野が原町・
藤が尾・松塚

5 月  4 日
（第 1水曜）

5 月のごみ収集日
問い合わせ
　粗大ごみ予約受付センター（℡891・5

ご

3
み

7
な

4
し

　午前 9時～午後4時）
　環境事業所（℡ 892・2471）

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）週 2回
　ごみは決められた日の午前 8時 45 分までに各
　普通ごみステーションへ出してください。

曜日 　 収 集 地 区 　

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森北・森南（私
市の一部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向
井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・
私部西・駅前住宅（私部長砂町を含む）

火
・
金

私部・私部南・南星台・星田山手・星田・妙見坂・
星田北・星田西・藤が尾・私市・私市山手・妙
見東

可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は
粗大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。（詳しくは「家庭ごみの出し方マニュアル」をご参照ください。）

法　

律
・
行　

政

子
育
て
・
教　

育

人　

権

暮　

ら　

し

健　

康
・
福　

祉

５月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

日本民謡津軽三味線川本会
　毎月第1・2・3水曜日午後1
時 30 分～ 3 時 30 分、青年の
家3階 303号室。年1回の発表
会や鳴物勉強会などもあり。対
象は市民。入会金 1,000 円。月
会費3,000円。指導は日本民謡
津軽三味線川本会会主川本仁之
さん。［申・問］練習日に直接会場
または安部さん（℡   893・3259）
か、松岡さん（℡   891・2540）

初心者のための民謡・三味線教室
　水曜日（月3回）午後1時～
2時（三味線）、午後2時～4時
（唄）、午後4時～5時（子どもの
部）、交野会館2階会議室（予定）。
対象は初心者から本格的に目指
したい人までどなたでも。月会
費3,000円。指導はキングレコ
ード専属進藤聖子さん。［申・問］
進藤さん（℡   810・0351）

交野歌謡クラブ
　毎月第 2・3・4木曜日午後 1
時～（カラオケ）、午後 6 時～
（なつメロ）、青年の家 301 号
室。歌の好きな人が一緒に練習。
定員は各 5人。入会金は 1,000
円。月会費は〈カラオケ〉3,500
円（教材費込み）、〈なつメロ〉
2,300 円。指導は日本クラウン
の西美樹夫さん。［申・問］荒井
さん（℡   090・9706・1008）

男声コーラス「アンサンブル彦星」
　毎週火曜日午後7時～9時、
青年の家 3階音楽室。合唱祭
への参加や、演奏会あり。対象
は高校生以上の男性。入会金は
2,000円、月会費3,000円。指導
は火置義勝さん。［申］直接練習会
場［問］古澤さん（℡   892・7391）

交野大正琴の会
　毎月第 1・3月曜日午後 1時
～ 2 時 30 分、交野会館。弾き
方から丁寧に指導。定員は 10

人。月会費 3,500 円。指導は小
澤喜久枝さん。［申・問］小澤さ
ん（℡   894・0667）

コスモス（バレーボール）
　毎週土曜日午後 2時～ 5時、
私市小学校体育館またはいきい
きランド交野。年 4・5回の試合
を中心に練習。初心者も歓迎。
対象・定員は市内在住の女性若
干名。月会費 1,000 円。［申・問］
堀内さん（℡   891・1776）

交野ジャズクリエーション
　毎週土曜日午後 5時～ 9 時
30 分、青 年 の 家 301 号 室。
対象は楽器所有者。月会費は
1,000 円。［申・問］直接練習会
場か、勢登さん（℡   894・2706）

錦心流琵琶如月会交野分会
　毎月第1・3土曜日午後5時
～ 9時、ゆうゆうセンター、第
2・4土曜日午後1時～5時、東
幾野ふれあい館。初歩から琵琶
の演奏まで。楽器の貸与あり。対
象・定員は男女若干名。入会金
1,000 円。月会費 1,000 円。講
師は教師の稲葉卓水さん。［申・
問］稲葉さん（℡  ・℻   891・9202）

アトリエ「星の村」
　毎月第 2・4 日曜日午前 10
時 15 分～正午（小学生）、午後
1時～ 4時（大人）、星田市民セ
ンター。水彩画・油彩画の基本
技法から学ぶ。対象は小学生以
上。定員は小学生・大人各 3人。
月会費小学生 1,500 円・大人
3,000 円。指導は画家の奥田達
治さん。［申・問］当日会場か、奥
田さん（℡   891・5671）

交野社交ダンス同好会（水曜会）
　毎週水曜日午後6時25分～、
ゆうゆうセンター 4階多目的
ホール。見学・無料体験あり。対
象・定員は初級者および中級者
若干名。入会金 2,000 円。月会
費 3,500 円。指導は元 A 級プ
ロの藤戸哲仁さん［申］練習日

  募　　集　●●●

みんなのページ

に直接会場［問］久保田さん（℡  
892・5112）

三上山（近江富士）
　5月 28日（土）午前 8時、交
野市駅集合。雨天中止。京都駅
－野洲－三上神社－山頂－森林
センター駅。一般向き。10 ㌔。
参加費 200 円。交通費 2,600
円。［申］当日直接集合場所［問］
鶴園さん（℡   891・6002）

下鴨神社から上賀茂神社
　6月4日（土）午前8時30分、
交野市駅集合。雨天中止。出町柳
－下鴨神社－京都府立植物園－
大田神社－上賀茂神社。家族向
き。8㌔。参加費200円。交通費
1,100円。［申］当日直接集合場
所［問］鶴園さん（℡   891・6002）

  ハイキング ●●●

  善意銀行　●●●

　交野市社会福祉協議会の善意
銀行に、次のみなさんから預託
していただきました。

▽松塚の岡本功さんから 2万円

▽匿名で 290円

▽  私部の川東義男さんから私部
チャリティ田園野菜売上金1
月～3月分1万2,540 円

新 潟 中 越 地 震 　 　

スマトラ島沖大地震
  義援金

　義援金にご協力ありがとうご
ざいました。
　みなさまからの義援金は、日
本赤十字社を通じて被災地に送
金させていただきます。
金　額（3月 31日現在）

▽新潟中越地震
　11万 1,705 円
　（累計 87万 1,889 円）

▽スマトラ島沖大地震
　6万 8,163 円
　（累計 21万 3,837 円）
［問］社会福祉課（℡   893・6400）
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市文化連盟。［申］当日直接会場
［問］市社会教育課の川口さん
（℡   892・7721　青年の家内）

第 3バザー
　5月 21日（土）午前 11時～
午後 3時、作業所クローバー。
衣類や小物、食器などのバザー。
主催は作業所クローバー。［問］
上野さん（℡   894・4822）

第 4回交野陶芸同好会合同展
　5月 24日（火）～ 29日（日）
午前 10時～午後 5時（24日は
正午から、29 日は午後 3時ま
で）、青年の家 1階ロビー。主催
は交野陶芸同好会。［申］岩本さ
ん（℡   893・1321）

ヴォーチェ・アンジェラ演奏会
　5月29日（日）午後2時～3
時30分、ゆうゆうセンター。ア
メージング・グレース、知床旅情
などリコーダー楽団の演奏。入
場料1,000円（ケーキ、ドリンク
付き）。団員も募集中（毎週木曜
日午後2時～3時、青年の家）［申・
問］関本さん（℡   892・1933）

第 2回音楽療法講演会
　5月 29日（日）午後 1時（開
場）～ 4時、ゆうゆうセンター
2階体験学習室。自閉症児・者の
ための音楽療法の講演とトーン
チャイムの演奏。定員 35人。入
場料 1,000 円。主催は NPO法
人おおさか音楽療法桜。［申］当
日直接会場［問］戎屋さん（℡  
894・0489）

音楽の花束コンサート　Vol.4
　6月4日（土）午後2時（開演）
～ 3時 30 分、ゆうゆうセンタ
ー 4階多目的ホール。クラシッ
クの名曲、アニメ、ジャズなど
幅広いジャンルを演奏。入場は
協力金 500 円（中学生以上）。
定員 120人。主催は交野演奏家
クラブ「音

ね む

夢の会」。［申］当日直
接会場［問］前田さん（℡   090・
2282・0054）

みんなのページ

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

  スポーツ　 ●●●

ート。男性 60歳以上・女性 50
歳以上のダブルス戦。対象は市
内在住・在勤の人。定員 100人。
参加費 1,000 円（昼食代含む）。
主催は交野市テニス協会。［申］
5 月 15日（日）までに青年の家
［問］小林さん（℡   891・3929）

第 27回交野市長杯卓球大会
　6月 12日（日）午前 9時（開
場）～午後 5時、いきいきラン
ド交野メインアリーナ。種目は
シングルス一般男子・一般女子、
シングルスジュニア男子・ジュ
ニア女子、ダブルス一般男子・
ダブルス一般女子。対象は市内
在住・在勤・在学の人。参加費は
各種目一般 800 円、会員 500
円、ジュニア 300 円。主催は交
野市卓球連盟。［申］6 月 3 日
（金）までに畑中さん（℡   892・
3813）［問］畑中さん

第 6回二人合わせて
110 才以上ダブルス卓球大会
　6月 22日（水）午前 9時 30
分～午後 5時、いきいきランド
交野メインアリーナ。種目は混
合の部、一般男子の部、一般女
子の部。対象は市内在住・在勤の
人。ゼッケン着用。参加費は各種
目一般800円、会員600円。主
催は交野市卓球連盟。［申］6月
14日（火）までに山下さん（℡  ・
℻   892・0389）［問］山下さん

ストーリーテリング研修会
　6月 7日（火）午前10時～正
午、青年の家 202号室。子ども
に語る〝おはなし〟を覚えてきて
発表、批評しあいます（聞くだ
けの人も歓迎）。参加費無料。講
師は鴨の子文庫スタッフの大谷
朝さん。主催はかたの子ども文
庫連絡会。［申］当日直接会場。保
育（2歳以上 1人 500円）希望
は 6月 1日（水）までに木曽さ
ん（℡   892·1433）［問］木曽さん

AG展－天野が原文化展－
　6月8日（水）～12日（日）午
前9時30分～午後5時（12日
は午後3時まで）、青年の家ロビ
ー。天野が原在住作家の油絵や華、
写真ほかさまざまな分野の作品
展。主催はAG展実行委員会。［問］
千間さん（℡   891・8988）

講演会「女性と子どもの生活向
上に向けた教育」
　6 月 8 日（水）午後 1 時 30
分～、ゆうゆうセンター 4階多
目的ホール。講師はイタリア生
活文化交流会副会長の松本城
洲夫さんほか。入場無料。定員
150 人。主催は国際ソロプチミ
スト大阪－交野。［申・問］溝辺
さん（℡   892・5882）

第 9回チャリティ歌謡発表会
　7 月 3 日（日）午前 9 時 30
分（開場）～午後 5時、ゆうゆう
センター 4階交流ホール。歌手
の京いみ子さんを中心に会員が
歌謡発表。定員 105 人。入場無
料。主催は京いみ子後援会。［申］
6 月 5 日（日）までに北田さん
（℡   891・0116）［問］北田さん

グランドシニア硬式テニス大会
　5月 19 日（木）〈雨天の場合
5月26日（木）〉午前8時（開場）
～午後 3時、私部公園テニスコ

お知らせ
　「広報かたの」みんなのページ
の掲載依頼書の様式が、7 月 1
日号受付分から変わります。
　掲載依頼書は、市役所本館 2階
広聴広報課窓口か、ホームページ
（http://www.city.katano.osaka.j 
p/koho/）からダウンロードして
ください。
※ 掲載の申し込みの締め切りは、
希望する号の 1か月前です。

  （ 例：7月 1日号→ 6月 1日締め
切り）

［問］広聴広報課
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編集手帳

第3回PA EASY LIVE〝Be～んず〟
　5月8日（日）午後1時～6時、
星の里いわふね体育館。青少年に
よる、ロック、フォーク、ダンス
の発表。入場無料。主催はPAの
会。［問］山本さん（℡   892・4512）

はなきんくらぶ
 　5 月 6日（金）・27日（金）
午後 1時 30分（開場）～４時、
ホーム明星（星田 8－ 6－ 7）。
カラオケ・囲碁・将棋など。対
象は市内在住の 60 歳以上の
人。参加費無料（喫茶は有料）。
主催は（社福）豊年福祉会。［問］
浜崎さん（℡   894・1798）

なんでもくらぶ地球環境を考える会
　5月13日（金）午前10時～
正午、ゆうゆうセンター 2階集
団指導室。ケナフの苗を希望者
に無料配布（昨年配布した人を
優先）。主催はなんでもくらぶ
地球環境を考える会。［申］当日
直接会場［問］山本さん（℡  
893・8918）

フリーマーケットと生活相談
① 5 月 14 日（土）午前 10 時
30分～午後 1時、藤が尾会館。
衣類小物などの販売と生活相
談。出店料最高 1,000 円。主
催は枚方・交野生活と健康を守
る会。［問］向井さん（℡   090・
3352・6057）
② 5月 28日（土）午前10時～
午後 2時、松塚公園。衣類小物
などの販売。出店料最高500円。
主催は作業所クローバー。［問］
上野さん（℡   894・4822）

交野から平和を考えるつどい
　5月 14日（土）午後 1時 30
分～4時、ゆうゆうセンター2
階体験学習室。暮らしの中から
みた憲法を考える。参加費無料。
定員30人。主催は交野から平和
を考えるつどい実行委員会。［申・
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人口と火災・救急
3 月末の市の人口（前月比）

　人　口　78,554 人　（ー 405）
　　男　　38,313 人　（ー 301）
　　女　　40,241 人　（ー 104）
　世帯数　28,731     （ー 274）

3 月の火災と救急
火災   3 件 　　救急　252件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消
防サイレンを鳴らします。

問］山口さん（℡   891・7224）

英語落語ダイアン吉日
　5 月 14 日（土）午後 7 時～
8 時 10 分、武道館 2 階。ダイ
アン吉日さんの英語落語を楽
しむ。入会金 100 円。月会費
1,200 円（4歳以上）。主催は交
野おやこ劇場。［申・問］同劇場
事務所（℡  ・℻   893・4960　月・
水・金午前 10時～午後 2時）

地域との絆を深めよう
　5月 15日（日）午前 10時～
午後 3時、アイリスケアセンタ
ー幾野（幾野 2 － 29 － 10）。
福祉用具の展示や素人名人会・
喫茶など。素人名人会出演者も
募集（事前に申し込みが必要）。
参加費無料。主催はアイリスケ
アセンター幾野。［申・問］同セ
ンター（℡   810・4485）

第 6回交野パープル水彩画展
　5月 17日（火）～ 22日（日）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分（17 日は午後 1時から、22
日は午後 3時まで）、青年の家
1 階ロビー。会員の作品約 50
点を展示。主催は交野パープ
ル水彩画会。［問］髙木さん（℡  
891・6585）

フリートーキング
　5月 19日（木）午前 10時～
正午、いきいきランド交野会議
室。知的障害者（児）が地域で生
きていくにはどうしたらいいか
を話しあう。参加費 200 円。主
催はびぃーぶる。［申］当日直接
会場［問］大町さん（℡   89 
1・0056）

市文化連盟設立 30周年記念講演会
　5月 21 日（土）午後 1時 30
分～ 3時 30 分、ゆうゆうセン
ター 4階交流ホール。「我がま
ち交野の歴史に学ぶ」がテーマ
の講演会。講師は㈶文化財事業
団職員の上田修さん。参加費無
料。定員 500 人。主催は交野

　「次世代を担う子どもの安
全を大人一人ひとりの心がけ
で守っていきたい」と始まっ
た南星台地区の通学路パト
ロール。ホタルの里にまた一
つ、大きな灯がともりました。
（さ）

みんなのページ
(31)17.05.01
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松
ま つ い

井　優
ゆ う ま

磨です
平成15年12月21日生

　「1歳になりました！お兄ちゃんたちの

　後をハイハイでつきまとってます」

（星田）

鎌
か ま の

野　京
み や び

美です
平成15年7月13日生

　「元気と笑顔いっぱいに育ってネ

パパとママより」

（妙見坂）

今日から
みんな友達です

▼

先
生
の
呼
び
か
け
に
、元
気
良
く「
は
い
！
」

▼

一
人
ず
つ
名
札
を
付
け
て
も
ら
い
ま
し
た

▼
今
日
か
ら
み
ん
な
友
達
で
す

▼

緊
張
し
な
が
ら
、入
場
し
ま
し
た

　4月上旬、市内各地では入園・入学式が行わ
れました。桜は開花直前でしたが、式場内は
元気いっぱいの笑顔で満開でした。
（写真左上・下　4月1日〈金〉あさひ幼児園）
（写真右上・下　4月6日〈水〉倉治小学校）


